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■表紙は有明南小学校２年 中山有介さんの作品です。 
　テーマは「ふしぎなたまごからレインボードラゴン」
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ショックな話
　先進的と言われる市議会が議会広
報紙を読まれているか市民アンケー
トをしたところ、「全戸配布の広報紙
は読まない人が多く紙と税金の無駄、
議会を知りたい人は議会ホームペー
ジを見に行く」旨の意見がありショッ
クを受けたそうです。
　無駄はともかく年代的には事実で
しょう。
　でも、積極的に議会を知りたい人
はホームページ等を見るでしょうが、
多くの人には議会からの発信として
広報紙がまだ必要と考えます。
　住民の意識や広報の手段は変わっ
ていくでしょうが、しばらくは全戸
配布の広報紙の充実を頑張ります。

《吉岡》

なかやまゆうすけ

■ P２　　　　令和６年度決算審査
■ P３　　　　９月議会概要、賛否一覧
■ P４　　　　議会活性化特別委員会を立ち上げました
■ P５　　　　修正動議で賛否分かれ議論
■ P６～17　  一般質問で町政を問う
■ P18　　　  常任委員会報告
■ P19　　　  視察来町、最近の主な議員活動
■ P20　　　  要望書、編集後記

広報委員　委 員 長　定松弘介
　　　　　副委員長　友田香将雄
　　　　　委　　員　吉岡正博　田島隆一　南里隆司　溝上広行
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第47話 「カスハラ」

※カスハラとは
　「カスタマーハラスメント」の略で、
顧客等からの暴言や悪質なクレーム、
不当な要求などの迷惑行為をいう。
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●新設小学校の通学路の安全確保に関する要望

中学生が職場体験

提出者　白石町六角校区区長会　会長　藤井　啓二

　9月3日～5日、白石中
学校2年生の6名が役場
に職場体験学習に来ら
れました。説明を聞き議
場も見学しました。
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９月定例議会概要
　９月定例議会は、９月５日から18日までの14日間で行いました。
　町長から、令和６年度各会計決算や条例改正など18件の議案が提出され、各議案は本会議での
審議を経て、全て可決・認定・承認・同意されました。
　一般質問は12人が行い、町政運営、まちづくり、農業政策、学校教育などについて執行部の考
えを質しました。

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が裁決権を行使します。

賛否一覧
結果議　　　　　　　　　　案

賛成 …… ○ 反対 …… ● 欠席 …… 欠

議
案
番
号

令和6年度一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定41

令和6年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

専決処分の承認（特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例）

財産の無償譲渡（町立あかり保育園建物、附帯設備
及び備品一式）

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の
育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

令和6年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定42

令和6度下水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定44

税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決51

令和7年度一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決55

令和7年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決56

令和7年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決57

中小企業・小規模企業振興条例の制定に対する修正案 ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●否決動議

財産の取得（消防小型動力ポンプ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決47

保育園設置条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決49

専決処分の承認（令和7年度一般会計補正予算（第4号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認46

可決50

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定43

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認45

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決52 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中小企業・小規模企業振興条例の制定 可決53 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任（門田由美子氏） 同意 （全　員　賛　成）54

可決48

学校施設環境改善交付金事業町立福富小学校改修
工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決58
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令和７年９月議会定例会には、
66人の傍聴者にお越しいただ
きました。皆さんの傍聴をお待
ちしています！
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●一般会計歳入歳出決算認定の採決

議
会
傍
聴

　令和６年度の決算審査は、７月22日から８月

５日まで実施し、決算書・関係諸帳簿・証拠書類

を審査した。その結果、決算計数は正確に処理さ

れていることを確認した。ついては、８月29日

に町長へ決算審査意見書を提出した。

講評
１　不納欠損処分と滞納処分

　令和６年度の町税（個人・法人町民税、固定資

産税、軽自動車税）の不納欠損額は452件、前年

比4,984,475円減少。また、国民健康保険税の

不納欠損金については昨年より2,658,028円減

少。今後も地方税法に基づき、適正に執行してい

ただきたい。

２　事務処理状況

　全体において重大な誤りは見られなかったが、

次の点については改善することを検討していただ

きたい。

●物価高騰の影響により、施設等の維持管理費が

上昇していると思われる。その対策として各施設

の使用料について昨年から見直しを行うよう要望

をしていた。検討が進められ、素案段階であると

は聞いているが、利用者負担の原則に基づき、減

免も含めて早期に見直しができるよう対応をお願

いしたい。

●振替休日については全庁的に完全取得ができて

おり、大幅な改善が見られた。今後も職員の健康

管理の面から完全取得ができるよう継続をお願い

したい。

●各課の時間外勤務の実績を見てみると、特殊な

事情を除いては減少傾向にあり、改善が図られて

いると思われる。しかし、課によってはまだまだ

時間外が多いため、他課への移管を含めた業務分

担の見直しや人員配置の検討が必要であると考え

る。

●現在計画されている町内小学校の再編計画に基

づき、廃校となる小学校が出てくる。跡地利用に

ついては財政的な負担が出てくることも予想され

るため、早い段階で計画を策定する必要があると

思われる。あらゆることを想定した検討を早期に

進めていただきたい。

●令和６年度に関しては、事務的なミスが非常に

多かったと感じている。再発防止、ハラスメント

防止等を含めた対策として、コンプライアンス委

員会の設置について検討を行っていただきたい。

３　結び

　自主財源に乏しい本町は、交付税に大きく依存

している。漁港施設整備や学校統合などの大型事

業により、借入金の増加に伴う公債費の償還の増

加が見込まれるとともに、公共施設の老朽化に伴

う修繕費等の増加も予想されることから、これか

らも厳しい財政運営となっていくものと認識して

いる。

　白石町行政経営プランに記載されているとお

り、着実に歳入増加策の検討（ふるさと納税事業

の安定化など）を行い、時代に対応した住民サー

ビスのデジタル化については、鋭意取り組んでい

ただき、職員の負担軽減にもつなげてほしい。

　また、近年はカスタマーハラスメント等への対

応も含め、住民の行政に対するニーズがますます

多種多様化しており、職員の負担も大きくなって

いると感じる。その時代に合わせた組織改編と専

門人材の活用も検討していく必要があると考え

る。

　最後に、若者の定住促進を核とした人口減少対

策や地域活性化のための魅力的な観光施策には鋭

意取り組んでいただきたい。それを実現するた

め、職員個々のスキルアップを含めた人材育成、

官民協働で取り組む新たな施策の検討などを積極

的に行ってもらい、持続可能なまちづくりを展開

されるよう切望する。

監査委員の意見
令和６年度決算審査
　代表監査委員　　　稲富　健朗
　議会選出監査委員　友田香将雄

●町長へ決算審査意見書の提出
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９月定例議会概要
　９月定例議会は、９月５日から18日までの14日間で行いました。
　町長から、令和６年度各会計決算や条例改正など18件の議案が提出され、各議案は本会議での
審議を経て、全て可決・認定・承認・同意されました。
　一般質問は12人が行い、町政運営、まちづくり、農業政策、学校教育などについて執行部の考
えを質しました。

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が裁決権を行使します。

賛否一覧
結果議　　　　　　　　　　案

賛成 …… ○ 反対 …… ● 欠席 …… 欠

議
案
番
号

令和6年度一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定41

令和6年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

専決処分の承認（特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例）

財産の無償譲渡（町立あかり保育園建物、附帯設備
及び備品一式）

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の
育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

令和6年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定42

令和6度下水道事業会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定44

税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決51

令和7年度一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決55

令和7年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決56

令和7年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決57

中小企業・小規模企業振興条例の制定に対する修正案 ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●否決動議

財産の取得（消防小型動力ポンプ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決47

保育園設置条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決49

専決処分の承認（令和7年度一般会計補正予算（第4号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認46

可決50

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○認定43

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○承認45

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決52 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中小企業・小規模企業振興条例の制定 可決53 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

固定資産評価審査委員会委員の選任（門田由美子氏） 同意 （全　員　賛　成）54

可決48

学校施設環境改善交付金事業町立福富小学校改修
工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決58

９

月
定
例
会

令和７年９月議会定例会には、
66人の傍聴者にお越しいただ
きました。皆さんの傍聴をお待
ちしています！
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●一般会計歳入歳出決算認定の採決

議
会
傍
聴

　令和６年度の決算審査は、７月22日から８月

５日まで実施し、決算書・関係諸帳簿・証拠書類

を審査した。その結果、決算計数は正確に処理さ

れていることを確認した。ついては、８月29日

に町長へ決算審査意見書を提出した。

講評
１　不納欠損処分と滞納処分

　令和６年度の町税（個人・法人町民税、固定資

産税、軽自動車税）の不納欠損額は452件、前年

比4,984,475円減少。また、国民健康保険税の

不納欠損金については昨年より2,658,028円減

少。今後も地方税法に基づき、適正に執行してい

ただきたい。

２　事務処理状況

　全体において重大な誤りは見られなかったが、

次の点については改善することを検討していただ

きたい。

●物価高騰の影響により、施設等の維持管理費が

上昇していると思われる。その対策として各施設

の使用料について昨年から見直しを行うよう要望

をしていた。検討が進められ、素案段階であると

は聞いているが、利用者負担の原則に基づき、減

免も含めて早期に見直しができるよう対応をお願

いしたい。

●振替休日については全庁的に完全取得ができて

おり、大幅な改善が見られた。今後も職員の健康

管理の面から完全取得ができるよう継続をお願い

したい。

●各課の時間外勤務の実績を見てみると、特殊な

事情を除いては減少傾向にあり、改善が図られて

いると思われる。しかし、課によってはまだまだ

時間外が多いため、他課への移管を含めた業務分

担の見直しや人員配置の検討が必要であると考え

る。

●現在計画されている町内小学校の再編計画に基

づき、廃校となる小学校が出てくる。跡地利用に

ついては財政的な負担が出てくることも予想され

るため、早い段階で計画を策定する必要があると

思われる。あらゆることを想定した検討を早期に

進めていただきたい。

●令和６年度に関しては、事務的なミスが非常に

多かったと感じている。再発防止、ハラスメント

防止等を含めた対策として、コンプライアンス委

員会の設置について検討を行っていただきたい。

３　結び

　自主財源に乏しい本町は、交付税に大きく依存

している。漁港施設整備や学校統合などの大型事

業により、借入金の増加に伴う公債費の償還の増

加が見込まれるとともに、公共施設の老朽化に伴

う修繕費等の増加も予想されることから、これか

らも厳しい財政運営となっていくものと認識して

いる。

　白石町行政経営プランに記載されているとお

り、着実に歳入増加策の検討（ふるさと納税事業

の安定化など）を行い、時代に対応した住民サー

ビスのデジタル化については、鋭意取り組んでい

ただき、職員の負担軽減にもつなげてほしい。

　また、近年はカスタマーハラスメント等への対

応も含め、住民の行政に対するニーズがますます

多種多様化しており、職員の負担も大きくなって

いると感じる。その時代に合わせた組織改編と専

門人材の活用も検討していく必要があると考え

る。

　最後に、若者の定住促進を核とした人口減少対

策や地域活性化のための魅力的な観光施策には鋭

意取り組んでいただきたい。それを実現するた

め、職員個々のスキルアップを含めた人材育成、

官民協働で取り組む新たな施策の検討などを積極

的に行ってもらい、持続可能なまちづくりを展開

されるよう切望する。

監査委員の意見
令和６年度決算審査
　代表監査委員　　　稲富　健朗
　議会選出監査委員　友田香将雄

●町長へ決算審査意見書の提出
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●議会活性化特別委員会

　令和７年９月定例会において「開かれた議会を目指した議会基本条例の検証と実践の在り方、議会の存

在意義を高めながら議会及び議員活動の活性化を図り、活力ある優秀な議員の確保対策などに関する調査

研究」を目的に、議会活性化特別委員会（７名）を立ち上げました。

立ち上げた理由
①　平成23年に議会基本条例を制定しているが、条例を実践できているのか調査研究を深め、検証を進

める

②　議員間の自由討議の手法などを研究しながら、言論の府である議会の活性化を向上させていく

③　将来に向けた活力ある優秀な議員の確保対策も喫緊の課題であり、対策や研究を進めたい

議会活性化特別委員会を立ち上げました 中小企業振興条例 賛否分かれ議論
白石町中小企業・小規模企業振興条例（案）※原案の一部抜粋
　（目的）
第１条　この条例は、白石町（以下「町」という。）の発展に果たす重要な役割を町内中小企業・小規模
企業が担っていることに鑑み、中小企業・小規模企業の振興について基本となる事項を定め、町民、中
小企業支援機関及び町のそれぞれの役割等を明らかにし、中小企業・小規模企業の振興に関する総合的
な施策を推進することにより、町の経済発展及び地域の活性化を図り、もって町民生活の向上に寄与す
ることを目的とする。
　（町の責務）
第５条　町は、基本理念及び基本方針に基づき、社会経済情勢の変化や中小企業者及び小規模企業者の実
情に応じた施策を総合的に推進し、実施するものとする。
２　町は、町が発注する工事の請負、役務の提供又は物品の購入その他の調達に当たっては、予算の適正
な執行並びに透明かつ公正な競争及び契約の適正な履行の確保に留意しつつ、中小企業者及び小規模企
業者の受注の機会の増大に努めるものとする。
　（施策への反映）
第９条　町は、中小企業・小規模企業の振興に関する施策を実施するに当たっては、中小企業支援機関等
からの意見の聴取等により実態を把握し、中小企業・小規模企業の振興に関する施策に反映するよう努
めるものとする。

議案第５３号白石町中小企業・小規模事業振興条例（案）に対する修正案

第５条第２項を次のとおり改める。
２　町は、町が発注する工事の請負、役務の提供又は物品の購入その他の調達に当たっては、予算の
適正な執行並びに透明かつ公正な競争及び契約の適正な履行の確保に留意しつつ、中小企業者及び
小規模企業者の受注の機会の増大を図るため、価格のみならず地域経済への波及効果、雇用の確保
及び町行財政への長期的な影響を総合的に勘案し、契約の相手方を決定しなければならない。

第９条を次のとおり改める。
第９条　町は、中小企業・小規模企業の振興に関する施策を実施するに当たっては、中小企業支援機
関、中小企業者及び小規模企業者並びに町民からの意見の聴取等により実態を把握し、その結果を
施策に反映するものとする。
２　町は、中小企業・小規模企業の振興に関する施策について、その実施状況及び費用対効果を適切
に検証し、その結果を今後の施策に反映するものとする。

討論の要旨
■修正案に賛成、原案に反対（前田議員・重富議員）
・努力義務ではいけない、実効性を伴わないといけない
・中小企業支援機関等に限定すれば、自由な発想で起業しようとする者との公平性に懸念が生じる
■原案に賛成、修正案に反対（吉岡英允議員・吉岡正博議員・田島議員）
・運用する行政部局との協議、上位法令との整合性の確認が十分でない
・過度に強い義務規定を盛り込めば、過剰な拘束力を生んでしまう

原案に対する質疑
・なぜ今この条例を作らないといけないのか
・制定することで誰がメリットを受けるのか
　（前田議員）
・努力義務で実効性に乏しいのでは
　（重富議員）

修正案に対する質疑
・第５条、第９条だけを義務規定にすることは妥当
でないのでは（南里議員）
・修正により施策や事業者支援に具体的な違いが生
じるのか（田島議員）
・運用する行政部局との協議はなされたのか
　（溝上良夫議員・吉岡正博議員）
・上位法令との整合性の確認を行ったのか
　（吉岡正博議員）

吉岡　正博

重富　邦夫

前田弘次郎

中村　秀子

友田香将雄

南里　隆司

溝上　広行

委員長

副委員長

委員

〃

〃

〃

〃

議会活性化特別委員会

（任期：令和7年9月18日～令和11年2月5日）

溝上広行議員、重富議員、前田議員、議案第53号に修正動議を行う。
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　令和７年９月定例会において「開かれた議会を目指した議会基本条例の検証と実践の在り方、議会の存

在意義を高めながら議会及び議員活動の活性化を図り、活力ある優秀な議員の確保対策などに関する調査

研究」を目的に、議会活性化特別委員会（７名）を立ち上げました。

立ち上げた理由
①　平成23年に議会基本条例を制定しているが、条例を実践できているのか調査研究を深め、検証を進

める

②　議員間の自由討議の手法などを研究しながら、言論の府である議会の活性化を向上させていく

③　将来に向けた活力ある優秀な議員の確保対策も喫緊の課題であり、対策や研究を進めたい

議会活性化特別委員会を立ち上げました 中小企業振興条例 賛否分かれ議論
白石町中小企業・小規模企業振興条例（案）※原案の一部抜粋
　（目的）
第１条　この条例は、白石町（以下「町」という。）の発展に果たす重要な役割を町内中小企業・小規模
企業が担っていることに鑑み、中小企業・小規模企業の振興について基本となる事項を定め、町民、中
小企業支援機関及び町のそれぞれの役割等を明らかにし、中小企業・小規模企業の振興に関する総合的
な施策を推進することにより、町の経済発展及び地域の活性化を図り、もって町民生活の向上に寄与す
ることを目的とする。
　（町の責務）
第５条　町は、基本理念及び基本方針に基づき、社会経済情勢の変化や中小企業者及び小規模企業者の実
情に応じた施策を総合的に推進し、実施するものとする。
２　町は、町が発注する工事の請負、役務の提供又は物品の購入その他の調達に当たっては、予算の適正
な執行並びに透明かつ公正な競争及び契約の適正な履行の確保に留意しつつ、中小企業者及び小規模企
業者の受注の機会の増大に努めるものとする。
　（施策への反映）
第９条　町は、中小企業・小規模企業の振興に関する施策を実施するに当たっては、中小企業支援機関等
からの意見の聴取等により実態を把握し、中小企業・小規模企業の振興に関する施策に反映するよう努
めるものとする。

議案第５３号白石町中小企業・小規模事業振興条例（案）に対する修正案

第５条第２項を次のとおり改める。
２　町は、町が発注する工事の請負、役務の提供又は物品の購入その他の調達に当たっては、予算の
適正な執行並びに透明かつ公正な競争及び契約の適正な履行の確保に留意しつつ、中小企業者及び
小規模企業者の受注の機会の増大を図るため、価格のみならず地域経済への波及効果、雇用の確保
及び町行財政への長期的な影響を総合的に勘案し、契約の相手方を決定しなければならない。

第９条を次のとおり改める。
第９条　町は、中小企業・小規模企業の振興に関する施策を実施するに当たっては、中小企業支援機
関、中小企業者及び小規模企業者並びに町民からの意見の聴取等により実態を把握し、その結果を
施策に反映するものとする。
２　町は、中小企業・小規模企業の振興に関する施策について、その実施状況及び費用対効果を適切
に検証し、その結果を今後の施策に反映するものとする。

討論の要旨
■修正案に賛成、原案に反対（前田議員・重富議員）
・努力義務ではいけない、実効性を伴わないといけない
・中小企業支援機関等に限定すれば、自由な発想で起業しようとする者との公平性に懸念が生じる
■原案に賛成、修正案に反対（吉岡英允議員・吉岡正博議員・田島議員）
・運用する行政部局との協議、上位法令との整合性の確認が十分でない
・過度に強い義務規定を盛り込めば、過剰な拘束力を生んでしまう

原案に対する質疑
・なぜ今この条例を作らないといけないのか
・制定することで誰がメリットを受けるのか
　（前田議員）
・努力義務で実効性に乏しいのでは
　（重富議員）

修正案に対する質疑
・第５条、第９条だけを義務規定にすることは妥当
でないのでは（南里議員）
・修正により施策や事業者支援に具体的な違いが生
じるのか（田島議員）
・運用する行政部局との協議はなされたのか
　（溝上良夫議員・吉岡正博議員）
・上位法令との整合性の確認を行ったのか
　（吉岡正博議員）

吉岡　正博

重富　邦夫

前田弘次郎

中村　秀子

友田香将雄

南里　隆司

溝上　広行
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問

議
員
　
今
年
産
米
の
作

況
と
価
格
動
向
は
。

農
業
振
興
課
長
　
全
国

的
な
作
柄
は
「
お
お
む

ね
良
好
、
佐
賀
県
の
収

量
は
前
年
比
で
「
や
や

上
回
る
」
と
の
こ
と
で

答 問
減
反
政
策
が
見
直
さ
れ
る
の
で
議
論

し
た
い

八
平・代
行
干
拓
で
毎
年
米
を
作
れ
な
い
か

答 問
学
校
ご
と
に
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
通
学
支
援

あ
れ
？
　福
富
小
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

答 問
外
国
人
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要

多
文
化
共
生
社
会
へ
の
町
の
役
割
は

重富　邦夫 議員
しげ どみ くに お

年
比
3
4
6
㌶
増
え
た
。

一
方
で
、
畜
産
の
餌
の

W
C
S
用
稲
は
1
9
4

㌶
減
少
、
大
豆
は
78
㌶

減
少
し
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
畜
産
農
家
や
大

豆
へ
の
大
き
な
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
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員
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。

農
業
振
興
課
長
　
畜
舎

の
通
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換
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や
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外
壁
へ
の
防
暑
塗
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の

塗
布
、
扇
風
機
や
ミ
ス
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の
設
置
な
ど
対
策
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
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の
補
助
事
業
も

あ
る
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飼
料
価
格
も
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
経
営
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

国
県
で
は
、
配
合
飼
料

の
価
格
上
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の
一
部

を
補
助
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。

議
員
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大
で
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S
や
大

豆
の
作
付
け
が
減
少
し

た
が
、
そ
の
影
響
は
。

農
業
振
興
課
長
　
主
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用
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議
員
　
農
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ド
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ー
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入
に
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果
は
。

農
業
振
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課
長
　
作
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軽
労
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負
担
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が
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作

付
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増
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収
入
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増
加
す
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待
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て
い
る
。
ま
た
、

ラ
イ
セ
ン
ス
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得
に
よ

り
、
女
性
農
業
者
が
農

業
経
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に
積
極
的
に
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画
で
き
る
。

議
員
　
八
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の
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。

町
長
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れ
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れ
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た
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る
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果
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の
役
割

は
。
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て
い
く
こ
と
が
重

要
。

議
員

農
業
振
興
課
長

副
町
長

議
員
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興
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長

議
員
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員

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

YouTube動画

議
員
　
駐
在
員
・
公
民

館
長
・
民
生
委
員
の
町

行
事
案
内
が
多
い
と
話

が
あ
っ
た
。
３
人
同
時

案
内
の
行
事
だ
け
で
６

年
度
は
６
つ
、「
似
た
よ

う
な
内
容
」も
あ
る
。「
昔

か
ら
や
っ
て
い
た
」
で

な
く
、
開
催
根
拠
や
必

要
性
、
負
担
に
見
合
う

効
果
を
検
討
し
、
案
内

者
も
精
査
し
た
か
。
類

似
大
会
同
時
や
隔
年
開

催
な
ど
で
回
数
減
ら
す

工
夫
を
。

生
涯
学
習
課
長
　
生
涯

学
習
課
の
担
当
が
多
い

の
で
答
弁
す
る
。
そ
れ

答
行
事
の
開
催
方
法
は
今
後
協
議
し
て
い
く 吉岡　正博 議員

よし おか まさ ひろ

問
地
域
・
集
落
役
員
の
負
担
軽
減
を

議
員

生
涯
学
習
課
長

ぞ
れ
の
志
で
地
域
の
代

表
に
案
内
が
多
い
。
今

後
協
議
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

議
員
　
駐
在
員
を
区
長

持
ち
回
り
の
地
区
は
手

当
を
実
態
に
合
わ
せ
ら

れ
な
い
か
。

　
合
併
時
に
比
べ
負
担

軽
減
し
た
こ
と
は
評
価

す
る
。

総
務
課
長
　
公
民
館
単

位
の
駐
在
員
や
、「
区
長

＝
駐
在
員
」
で
な
い
こ

と
の
意
識
醸
成
、
文
書

配
布
を
委
託
し
な
い
な

ど
改
革
が
必
要
な
時
期

に
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
民
生
委
員
の
集

落
持
ち
回
り
に
悲
痛
な

相
談
を
受
け
た
。
あ
ち

こ
ち
で
行
き
詰
ま
る
前

に
「
地
域
任
せ
」
で
な
い

対
処
が
必
要
で
は
。
複

数
集
落
担
当
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長
　
地
域

推
薦
が
的
確
な
選
出
。

集
落
の
垣
根
を
取
り
は

ら
っ
た
選
出
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

議
員

総
務
課
長

YouTube動画

議
員
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
学
校
統
合
に
よ
り
遠

距
離
通
学
が
生
じ
る
こ

と
の
代
替
え
措
置
な
の

に
、
統
合
し
な
い
福
富

小
に
も
バ
ス
の
経
緯
は
。

新
し
い
学
校
づ
く
り
課
長

（
以
下
「
課
長
」）　
教
育

委
員
会
で
議
論
し
、
令

和
6
年
3
月
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
条
例
・
規
則
で

規
定
し
た
。

議
員
　
規
則
は
「
遠
距

離
通
学
児
童
と
は
、
学

校
の
再
編
に
伴
い
遠
距

離
通
学
に
な
っ
た
児
童
」

と
有
明
・
白
石
が
対
象

の
規
定
。
教
育
委
員
会

の
議
事
録
も
福
富
小
は

出
て
こ
な
い
。
令
和
6

年
1
月
時
点
は
福
富
小

を
対
象
と
し
な
い
前
提

で
は
。

課
長
　
規
則
は
誤
解
を

招
く
表
現
だ
が
、
8
校

を
3
校
に
再
編
す
る
の

で
福
富
小
も
対
象
。
教

育
委
員
か
ら
意
見
は
な

か
っ
た
。

議
員
　
今
と
な
っ
て
は

そ
う
答
弁
す
る
し
か
な

い
の
で
は
。

　
福
富
の
保
護
者
世
代

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の

か
。

課
長
　
こ
ち
ら
か
ら
の

発
案
で
要
望
で
は
な
い
。

議
員
　「
福
富
小
に
も
」

の
教
育
的
視
点
は
分
か

る
が
、
町
政
全
般
「
予

算
が
無
い
」
と
言
い
な

が
ら
、
要
望
も
広
く
議

論
も
な
く
バ
ス
に
な
っ

た
の
は
不
思
議
。「
ま
た

福
富
目
線
か
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
。

保
健
福
祉
課
長

議
員

議
員

議
員

課
長

課
長

議
員

議
員

６月　青少年育成町民会議
７月　社会を明るくする
　　　 運動大会
11月　社会福祉大会
12月　教育の明日を考える
　　　 集会
１月　二十歳のつどい
２月　人権フェスティバル

駐在員、公民館長、民生委員が
３人同時に案内される町行事
だけでも（令和６年度）

新
し
い
学
校
づ
く
り
課
長

（
以
下
「
課
長
」）
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
　
今
年
産
米
の
作

況
と
価
格
動
向
は
。

農
業
振
興
課
長
　
全
国

的
な
作
柄
は
「
お
お
む

ね
良
好
、
佐
賀
県
の
収

量
は
前
年
比
で
「
や
や

上
回
る
」
と
の
こ
と
で

答 問
減
反
政
策
が
見
直
さ
れ
る
の
で
議
論

し
た
い

八
平・代
行
干
拓
で
毎
年
米
を
作
れ
な
い
か

答 問
学
校
ご
と
に
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
通
学
支
援

あ
れ
？
　福
富
小
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

答 問
外
国
人
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要

多
文
化
共
生
社
会
へ
の
町
の
役
割
は

重富　邦夫 議員
しげ どみ くに お

年
比
3
4
6
㌶
増
え
た
。

一
方
で
、
畜
産
の
餌
の

W
C
S
用
稲
は
1
9
4

㌶
減
少
、
大
豆
は
78
㌶

減
少
し
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
畜
産
農
家
や
大

豆
へ
の
大
き
な
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
今
夏
の
猛
暑
に

よ
る
家
畜
へ
の
影
響
と

飼
料
価
格
高
騰
に
よ
る

経
営
へ
の
影
響
は
。

農
業
振
興
課
長
　
畜
舎

の
通
気
換
気
や
屋
根
、

外
壁
へ
の
防
暑
塗
料
の

塗
布
、
扇
風
機
や
ミ
ス

ト
の
設
置
な
ど
対
策
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
県
の
補
助
事
業
も

あ
る
。

　
飼
料
価
格
も
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
経
営
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

国
県
で
は
、
配
合
飼
料

の
価
格
上
昇
分
の
一
部

を
補
助
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
。

議
員
　
主
食
用
米
の
生

産
拡
大
で
W
C
S
や
大

豆
の
作
付
け
が
減
少
し

た
が
、
そ
の
影
響
は
。

農
業
振
興
課
長
　
主
食

用
米
の
作
付
面
積
は
前

議
員
　
農
業
用
ド
ロ
ー

ン
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

農
業
振
興
課
長
　
作
業

時
間
の
短
縮
、
軽
労
化

に
よ
る
農
業
者
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
り
、
作

付
面
積
が
増
加
し
農
業

収
入
も
増
加
す
る
と
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、

ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
に
よ

り
、
女
性
農
業
者
が
農

業
経
営
に
積
極
的
に
参

画
で
き
る
。

議
員
　
八
平
・
代
行
干

拓
で
も
毎
年
米
を
作
れ

る
よ
う
に
で
き
な
い
の

か
。

町
長
　
令
和
９
年
か
ら

減
反
政
策
が
大
き
く
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
米
を
作
れ
る

と
こ
ろ
は
作
っ
て
よ
い

の
で
は
と
発
し
て
い
き

た
い
。
国
で
も
議
論
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

　全
国
で
も
外
国

人
労
働
者
が
増
加
す
る

な
ど
、
地
域
で
共
生
社

会
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
基
礎
的
自
治
体
が

果
た
す
べ
き
町
の
役
割

は
。

副
町
長

　様
々
な
国
籍

や
文
化
を
持
つ
人
が
、

互
い
に
尊
重
し
支
え
合

い
な
が
ら
安
全
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域

社
会
を
築
い
て
い
け
る

よ
う
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
。

議
員

農
業
振
興
課
長

副
町
長

議
員
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駐
在
員
・
公
民

館
長
・
民
生
委
員
の
町

行
事
案
内
が
多
い
と
話

が
あ
っ
た
。
３
人
同
時

案
内
の
行
事
だ
け
で
６

年
度
は
６
つ
、「
似
た
よ

う
な
内
容
」も
あ
る
。「
昔

か
ら
や
っ
て
い
た
」
で

な
く
、
開
催
根
拠
や
必

要
性
、
負
担
に
見
合
う

効
果
を
検
討
し
、
案
内

者
も
精
査
し
た
か
。
類

似
大
会
同
時
や
隔
年
開

催
な
ど
で
回
数
減
ら
す

工
夫
を
。

生
涯
学
習
課
長
　
生
涯

学
習
課
の
担
当
が
多
い

の
で
答
弁
す
る
。
そ
れ

答
行
事
の
開
催
方
法
は
今
後
協
議
し
て
い
く 吉岡　正博 議員

よし おか まさ ひろ

問
地
域
・
集
落
役
員
の
負
担
軽
減
を

議
員

生
涯
学
習
課
長

ぞ
れ
の
志
で
地
域
の
代

表
に
案
内
が
多
い
。
今

後
協
議
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

議
員
　
駐
在
員
を
区
長

持
ち
回
り
の
地
区
は
手

当
を
実
態
に
合
わ
せ
ら

れ
な
い
か
。

　
合
併
時
に
比
べ
負
担

軽
減
し
た
こ
と
は
評
価

す
る
。

総
務
課
長
　
公
民
館
単

位
の
駐
在
員
や
、「
区
長

＝
駐
在
員
」
で
な
い
こ

と
の
意
識
醸
成
、
文
書

配
布
を
委
託
し
な
い
な

ど
改
革
が
必
要
な
時
期

に
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
民
生
委
員
の
集

落
持
ち
回
り
に
悲
痛
な

相
談
を
受
け
た
。
あ
ち

こ
ち
で
行
き
詰
ま
る
前

に
「
地
域
任
せ
」
で
な
い

対
処
が
必
要
で
は
。
複

数
集
落
担
当
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長
　
地
域

推
薦
が
的
確
な
選
出
。

集
落
の
垣
根
を
取
り
は

ら
っ
た
選
出
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

議
員

総
務
課
長

YouTube動画

議
員
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
学
校
統
合
に
よ
り
遠

距
離
通
学
が
生
じ
る
こ

と
の
代
替
え
措
置
な
の

に
、
統
合
し
な
い
福
富

小
に
も
バ
ス
の
経
緯
は
。

新
し
い
学
校
づ
く
り
課
長

（
以
下
「
課
長
」）　
教
育

委
員
会
で
議
論
し
、
令

和
6
年
3
月
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
条
例
・
規
則
で

規
定
し
た
。

議
員
　
規
則
は
「
遠
距

離
通
学
児
童
と
は
、
学

校
の
再
編
に
伴
い
遠
距

離
通
学
に
な
っ
た
児
童
」

と
有
明
・
白
石
が
対
象

の
規
定
。
教
育
委
員
会

の
議
事
録
も
福
富
小
は

出
て
こ
な
い
。
令
和
6

年
1
月
時
点
は
福
富
小

を
対
象
と
し
な
い
前
提

で
は
。

課
長
　
規
則
は
誤
解
を

招
く
表
現
だ
が
、
8
校

を
3
校
に
再
編
す
る
の

で
福
富
小
も
対
象
。
教

育
委
員
か
ら
意
見
は
な

か
っ
た
。

議
員
　
今
と
な
っ
て
は

そ
う
答
弁
す
る
し
か
な

い
の
で
は
。

　
福
富
の
保
護
者
世
代

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の

か
。

課
長
　
こ
ち
ら
か
ら
の

発
案
で
要
望
で
は
な
い
。

議
員
　「
福
富
小
に
も
」

の
教
育
的
視
点
は
分
か

る
が
、
町
政
全
般
「
予

算
が
無
い
」
と
言
い
な

が
ら
、
要
望
も
広
く
議

論
も
な
く
バ
ス
に
な
っ

た
の
は
不
思
議
。「
ま
た

福
富
目
線
か
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
。

保
健
福
祉
課
長

議
員

議
員

議
員
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長

課
長

議
員

議
員

６月　青少年育成町民会議
７月　社会を明るくする
　　　 運動大会
11月　社会福祉大会
12月　教育の明日を考える
　　　 集会
１月　二十歳のつどい
２月　人権フェスティバル

駐在員、公民館長、民生委員が
３人同時に案内される町行事
だけでも（令和６年度）
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い
学
校
づ
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（
以
下
「
課
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
員

　学
習
指
導
要
領

を
か
た
く
な
に
守
ろ
う

と
せ
ず
、
白
石
町
独
自

の
授
業
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
取
り
入
れ
、
楽
し

い
授
業
を
す
る
こ
と
で
、

他
の
市
町
の
子
供
た
ち

が
転
校
し
て
く
る
よ
う

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
。

教
育
長

　児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
白
石
町
に

対
す
る
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
、
将
来
的
に
こ
の

町
に
関
わ
り
続
け
、
郷

里
を
離
れ
て
も
戻
り
た

答
同
競
技
の
支
援
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と

行
っ
て
い
く

西山　清則 議員
にし やま きよ のり

問
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
活
動
を

●多治見市立南姫小学校ホームページより

議
員

教
育
長

い
と
思
え
る
よ
う
に
、

今
後
も
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
教
育
の
推
進
に

努
め
る
。

主
任
指
導
主
事

　学
習

指
導
要
領
は
、
全
国
の

学
校
に
お
い
て
、
最
低

限
こ
れ
だ
け
は
学
ぶ
べ

き
内
容
を
示
す
最
低
基

準
と
さ
れ
て
い
る
。

議
員

　本
町
は
「
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
増
進
の
ま

ち
宣
言
」
を
打
ち
出
し
、

現
在
は
体
操
の
町
と
し

て
新
た
な
取
り
組
み
を

始
め
ら
れ
た
。
町
民
や

学
生
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

普
及
、
ま
た
、
町
内
の

二
つ
の
高
校
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
に
伝
え

る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

　佐
賀

農
業
高
校
が
過
去
6
回
、

全
国
高
等
学
校
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に

出
場
し
て
い
る
。
現
在
、

多
様
な
競
技
が
あ
る
中

で
難
し
い
と
考
え
る
。

今
後
も
同
競
技
へ
の
支

援
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
と
も
に
行
っ
て
い

く
。

議
員

　旧
福
富
中
学
校

の
部
室
を
改
修
し
宿
泊

施
設
等
に
利
用
で
き
な

い
か
。

総
合
戦
略
課
長

　ジ
ム

ナ
ス
テ
ィ
ク
ス
ホ
ー
ル

白
石
で
の
合
宿
は
7
月

ま
で
に
4
団
体
の
実
績

が
あ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
数
団
体
の
受
け

入
れ
を
予
定
さ
れ
て
い

る
。
合
宿
施
設
に
つ
い

て
は
、
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

合
宿
を
受
入
れ
る
こ
と

で
県
内
で
は
2
0
0
万

円
を
超
え
る
経
済
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
関
係

各
課
と
内
部
検
討
し
進

め
て
い
く
。

議
員

　農
福
連
携
を
活

用
し
た
農
業
の
労
働
者

不
足
の
解
消
を
。

農
業
振
興
課
長

　県
の

取
組
が
始
ま
っ
て
2
年

ほ
ど
し
か
た
っ
て
お
ら

ず
、「
認
知
度
の
向
上
」

な
ど
、
町
と
し
て
も
制

度
の
周
知
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

長
寿
社
会
課
長

　農
業

分
野
に
お
け
る
人
材
確

保
だ
け
で
な
く
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
を
実

現
し
て
い
く
取
組
と
し

て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
農
業
と
福
祉

の
つ
な
が
り
の
拡
大
を

期
待
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長

　相
談

者
の
状
況
に
応
じ
た
就

労
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
提

案
、
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
い
、
専
門
の
支
援
員

が
相
談
者
に
寄
り
添
い
、

他
の
機
関
と
連
携
し
て
、

解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
う
。

議
員

主
任
指
導
主
事

生
涯
学
習
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

長
寿
社
会
課
長

保
健
福
祉
課
長

YouTube動画

友田　香将雄 議員
とも だ か ず お

YouTube動画

議
員

　町
全
体
に
網
羅

し
て
い
る
道
路
や
水
道

な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
関
す
る
予
算
の

確
保
が
今
後
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
っ
て
い
く
。

住
宅
誘
導
策
が
必
要
と

答 問
都
市
計
画
の
拡
大
、立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
い
く

将
来
に
向
け
た
住
宅
誘
導
に
関
す
る

具
体
的
検
討
状
況
は

答 問
児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
対
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

来
年
に
向
け
た
登
下
校
中
の
熱
中
症
対
策
は

中
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
推
進
が
最
た
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

地
元
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

も
必
要
。
例
え
ば
白
石

新
設
小
学
校
や
中
学
校

周
辺
へ
の
人
口
誘
導
を

図
る
べ
く
文
教
地
的
な

整
備
や
P
F
I
に
よ
る

賃
貸
住
宅
制
度
を
活
用

し
た
定
住
促
進
住
宅
の

設
置
な
ど
、
人
口
誘
導

の
呼
び
水
と
な
る
よ
う

な
施
策
の
内
部
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た

都
市
計
画
の
区
域
拡
大

や
用
途
地
域
の
指
定
、

立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
の
必
要
性
や
可
能
性

も
考
慮
し
つ
つ
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

考
え
る
が
具
体
的
な
検

討
状
況
は
。

総
合
戦
略
課
長

　持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
場
合
、
人
口
問

題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

公
共
投
資
の
選
択
と
集

議
員

　登
下
校
時
の
熱

中
症
リ
ス
ク
は
危
険
水

域
ま
で
来
て
い
る
。
万

が
一
の
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
活
用
、
下
校
時
間

の
変
更
お
よ
び
待
機
場

所
の
確
保
、
熱
中
症
対

策
用
品
の
冷
却
機
器
の

導
入
な
ど
、
来
年
度
導

入
に
向
け
た
本
格
的
な

議
論
が
必
要
で
は
な
い

か
。

学
校
教
育
課
長

　低
学

年
向
け
の
待
機
場
所
の

確
保
は
学
童
と
の
兼
ね

合
い
や
予
算
、
教
職
員

の
時
間
確
保
が
課
題
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
送
迎

に
つ
い
て
は
運
行
や
利

議
員

用
状
況
を
踏
ま
え
る
必

要
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
検
討
が
必
要
と

の
認
識
を
し
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、
庁
舎
内

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
導

入
に
つ
い
て
質
問
を
し

た
。

●暑さ指数（WBGT）は、小学校のグラウ

ンドで「熱中症指数計」で測定した値を

もとに判断する

●下校時刻時点で、暑さ指数が「33℃以

上」の時は下校しないで学校に留め置

く

・児童のみで下校する場合は学校に留

め置く

・お迎えの場合は予定通り下校

・学童の場合は学童へ行く

●暑さ指数が「33℃未満」に下がってか

ら下校する

・暑さ指数が「33℃未満」に下がった時

点で、児童のみで下校する

・最長17時まで学校に留め置く

●17時を過ぎても、暑さ指数が「33℃未

満」に下がらない場合は、保護者によ

る学校への引き取りをお願いする

暑さ指数（WBGT）が高い
ときの下校について
基本的な考え方

総
合
戦
略
課
長

議
員

学
校
教
育
課
長
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
員

　学
習
指
導
要
領

を
か
た
く
な
に
守
ろ
う

と
せ
ず
、
白
石
町
独
自

の
授
業
を
展
開
し
て
は

ど
う
か
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
取
り
入
れ
、
楽
し

い
授
業
を
す
る
こ
と
で
、

他
の
市
町
の
子
供
た
ち

が
転
校
し
て
く
る
よ
う

な
教
育
環
境
づ
く
り
を
。

教
育
長

　児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
白
石
町
に

対
す
る
愛
着
と
誇
り
を

持
ち
、
将
来
的
に
こ
の

町
に
関
わ
り
続
け
、
郷

里
を
離
れ
て
も
戻
り
た

答
同
競
技
の
支
援
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と

行
っ
て
い
く

西山　清則 議員
にし やま きよ のり

問
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
活
動
を

●多治見市立南姫小学校ホームページより

議
員

教
育
長

い
と
思
え
る
よ
う
に
、

今
後
も
地
域
と
連
携
し

な
が
ら
教
育
の
推
進
に

努
め
る
。

主
任
指
導
主
事

　学
習

指
導
要
領
は
、
全
国
の

学
校
に
お
い
て
、
最
低

限
こ
れ
だ
け
は
学
ぶ
べ

き
内
容
を
示
す
最
低
基

準
と
さ
れ
て
い
る
。

議
員

　本
町
は
「
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
増
進
の
ま

ち
宣
言
」
を
打
ち
出
し
、

現
在
は
体
操
の
町
と
し

て
新
た
な
取
り
組
み
を

始
め
ら
れ
た
。
町
民
や

学
生
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

普
及
、
ま
た
、
町
内
の

二
つ
の
高
校
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
に
伝
え

る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長

　佐
賀

農
業
高
校
が
過
去
6
回
、

全
国
高
等
学
校
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に

出
場
し
て
い
る
。
現
在
、

多
様
な
競
技
が
あ
る
中

で
難
し
い
と
考
え
る
。

今
後
も
同
競
技
へ
の
支

援
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
と
も
に
行
っ
て
い

く
。

議
員

　旧
福
富
中
学
校

の
部
室
を
改
修
し
宿
泊

施
設
等
に
利
用
で
き
な

い
か
。

総
合
戦
略
課
長

　ジ
ム

ナ
ス
テ
ィ
ク
ス
ホ
ー
ル

白
石
で
の
合
宿
は
7
月

ま
で
に
4
団
体
の
実
績

が
あ
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
数
団
体
の
受
け

入
れ
を
予
定
さ
れ
て
い

る
。
合
宿
施
設
に
つ
い

て
は
、
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

合
宿
を
受
入
れ
る
こ
と

で
県
内
で
は
2
0
0
万

円
を
超
え
る
経
済
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
関
係

各
課
と
内
部
検
討
し
進

め
て
い
く
。

議
員

　農
福
連
携
を
活

用
し
た
農
業
の
労
働
者

不
足
の
解
消
を
。

農
業
振
興
課
長

　県
の

取
組
が
始
ま
っ
て
2
年

ほ
ど
し
か
た
っ
て
お
ら

ず
、「
認
知
度
の
向
上
」

な
ど
、
町
と
し
て
も
制

度
の
周
知
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
。

長
寿
社
会
課
長

　農
業

分
野
に
お
け
る
人
材
確

保
だ
け
で
な
く
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
を
実

現
し
て
い
く
取
組
と
し

て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
農
業
と
福
祉

の
つ
な
が
り
の
拡
大
を

期
待
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長

　相
談

者
の
状
況
に
応
じ
た
就

労
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
提

案
、
プ
ラ
ン
の
作
成
を

行
い
、
専
門
の
支
援
員

が
相
談
者
に
寄
り
添
い
、

他
の
機
関
と
連
携
し
て
、

解
決
に
向
け
た
支
援
を

行
う
。

議
員

主
任
指
導
主
事

生
涯
学
習
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

長
寿
社
会
課
長

保
健
福
祉
課
長

YouTube動画

友田　香将雄 議員
とも だ か ず お

YouTube動画

議
員

　町
全
体
に
網
羅

し
て
い
る
道
路
や
水
道

な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
関
す
る
予
算
の

確
保
が
今
後
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
っ
て
い
く
。

住
宅
誘
導
策
が
必
要
と

答 問
都
市
計
画
の
拡
大
、立
地
適
正
化
計
画
の

策
定
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
い
く

将
来
に
向
け
た
住
宅
誘
導
に
関
す
る

具
体
的
検
討
状
況
は

答 問
児
童
生
徒
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
対
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

来
年
に
向
け
た
登
下
校
中
の
熱
中
症
対
策
は

中
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
推
進
が
最
た
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

地
元
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

も
必
要
。
例
え
ば
白
石

新
設
小
学
校
や
中
学
校

周
辺
へ
の
人
口
誘
導
を

図
る
べ
く
文
教
地
的
な

整
備
や
P
F
I
に
よ
る

賃
貸
住
宅
制
度
を
活
用

し
た
定
住
促
進
住
宅
の

設
置
な
ど
、
人
口
誘
導

の
呼
び
水
と
な
る
よ
う

な
施
策
の
内
部
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た

都
市
計
画
の
区
域
拡
大

や
用
途
地
域
の
指
定
、

立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
の
必
要
性
や
可
能
性

も
考
慮
し
つ
つ
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

考
え
る
が
具
体
的
な
検

討
状
況
は
。

総
合
戦
略
課
長

　持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
場
合
、
人
口
問

題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

公
共
投
資
の
選
択
と
集

議
員

　登
下
校
時
の
熱

中
症
リ
ス
ク
は
危
険
水

域
ま
で
来
て
い
る
。
万

が
一
の
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
活
用
、
下
校
時
間

の
変
更
お
よ
び
待
機
場

所
の
確
保
、
熱
中
症
対

策
用
品
の
冷
却
機
器
の

導
入
な
ど
、
来
年
度
導

入
に
向
け
た
本
格
的
な

議
論
が
必
要
で
は
な
い

か
。

学
校
教
育
課
長

　低
学

年
向
け
の
待
機
場
所
の

確
保
は
学
童
と
の
兼
ね

合
い
や
予
算
、
教
職
員

の
時
間
確
保
が
課
題
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
送
迎

に
つ
い
て
は
運
行
や
利

議
員

用
状
況
を
踏
ま
え
る
必

要
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
検
討
が
必
要
と

の
認
識
を
し
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、
庁
舎
内

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
導

入
に
つ
い
て
質
問
を
し

た
。

●暑さ指数（WBGT）は、小学校のグラウ

ンドで「熱中症指数計」で測定した値を

もとに判断する

●下校時刻時点で、暑さ指数が「33℃以

上」の時は下校しないで学校に留め置

く

・児童のみで下校する場合は学校に留

め置く

・お迎えの場合は予定通り下校

・学童の場合は学童へ行く

●暑さ指数が「33℃未満」に下がってか

ら下校する

・暑さ指数が「33℃未満」に下がった時

点で、児童のみで下校する

・最長17時まで学校に留め置く

●17時を過ぎても、暑さ指数が「33℃未

満」に下がらない場合は、保護者によ

る学校への引き取りをお願いする

暑さ指数（WBGT）が高い
ときの下校について
基本的な考え方

総
合
戦
略
課
長

議
員

学
校
教
育
課
長
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■ 4時間以上

■ 3～4時間

■ 2～3時間

■ 1～2時間

■ 30分～1時間

■ 30分以下

■ 持っていない

■ 無回答

1.3%

9.9%
8.0%

10.9%

12.1%

23.0%13.2%

10.3%

22.4%
12.6%

23.8%
27.8%

9.3%

7.9%
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
　
今
年
度
の
学
力

学
習
状
況
調
査
の
結
果

が
公
表
さ
れ
た
。
本
町

の
学
校
を
訪
問
し
た
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
難
な
く

使
い
、
一
人
一
人
が
主

体
的
に
学
ぶ
環
境
で
あ

っ
た
。

　
本
町
の
子
ど
も
達
の

学
力
の
状
況
は
。
な
お
、

学
校
以
外
で
の
学
習
時

間
は
。
部
活
動
の
地
域

移
行
で
夜
間
の
練
習
で

あ
っ
た
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
利
用
時
間
の

増
大
で
あ
っ
た
り
子
ど

も
達
の
生
活
時
間
が
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い

な
い
か
。
ま
た
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
長
時
間
利
用
で
生

答
小
６
は
高
い
水
準
を
維
持
、
中
３
は

数
学
で
県
を
上
回
る

中村　秀子 議員
なか むら ひで こ

問
子
ど
も
達
の
学
力
は

●児童・生徒のSNS視聴時間（１日当たり）

活
の
基
盤
で
あ
る
睡
眠

時
間
は
ど
う
か
。

主
任
指
導
主
事
　
調
査

の
結
果
、
小
６
で
は
３

教
科
と
も
県
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
中
３
は

数
学
の
み
県
平
均
を
上

回
っ
た
。
調
査
が
思
考
・

判
断
・
表
現
を
問
う
も

の
へ
と
変
化
し
て
い
る

中
で
そ
の
方
向
性
で
授

業
改
善
は
進
ん
で
い
る
。

新
し
い
学
校
づ
く
り
課
長

部
活
動
の
地
域
展
開
に

よ
り
練
習
が
夜
に
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

地
域
指
導
者
か
ら
報
告

を
受
け
て
い
る
。
部
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設

け
適
切
な
活
動
時
間
を

遵
守
す
る
よ
う
し
て
い

る
。

主
任
指
導
主
事
　
学
校

外
で
２
時
間
以
上
学
習

し
て
い
る
の
は
小
・
中

と
も
に
約
15
％
前
後
で

県
・
国
と
比
較
し
て
も

少
な
い
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
所
有
も
小
中
合
わ

せ
て
約
半
数
で
あ
り
、

ゲ
ー
ム
や
動
画
の
視
聴

時
間
は
半
数
以
上
が
２

時
間
以
上
で
あ
る
。
学

力
と
の
相
関
も
あ
り
、

長
時
間
の
視
聴
に
つ
い

て
講
演
会
等
を
開
催
し

啓
発
し
て
い
る
。

議
員
　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
英

語
教
育
の
取
組
は
。

主
任
指
導
主
事
　
Ａ
Ｉ

ア
プ
リ
や
、
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
、G

em
ini

を
活

用
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
①
音
読
練
習
②
プ

レ
ゼ
ン
練
習
③
英
会
話

練
習
④
英
作
文
の
添
削

⑤
海
外
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
今
後
の
教
育
の

方
針
は
。

教
育
長
　
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
、
子
ど
も
達
を
中

核
に
据
え
た
様
々
な
教

育
活
動
を
展
開
し
、
し

な
や
か
に
も
力
強
く
生

き
抜
き
、
他
者
と
協
力

し
、
よ
り
良
く
生
き
る

力
を
身
に
着
け
た
人
材

を
育
成
す
る
。

議
員

教
育
長

主
任
指
導
主
事

主
任
指
導
主
事

新
し
い
学
校
づ
く
り
課
長

主
任
指
導
主
事

議
員

議
員

YouTube動画

議
員
　
過
疎
対
策
事
業

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

企
画
財
政
課
長
　
財
政

上
の
措
置
と
し
て
、
過

疎
対
策
事
業
債
を
発
行

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

答 問
競
争
が
生
ま
れ
活
気
あ
ふ
れ
て
い
る

中
学
校
統
合
後
の
生
徒
の
変
化
は

答 問
計
画
準
備
段
階

で
あ
る

町
史
の
編
纂
の

状
況
は

答 問
町
全
体
に
大
き
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る

過
疎
対
策
事
業
の
効
果
は

溝上　良夫 議員
みぞ かみ よし お

償
還
金
の
７
割
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
仕
組
み

で
あ
る
。

議
員
　
本
町
の
過
疎
対

策
事
業
の
効
果
は
。

企
画
財
政
課
長
　
多
く

の
事
業
に
着
手
で
き
、

各
分
野
に
お
い
て
必
要

な
投
資
が
で
き
て
い
る
。

産
業
、
福
祉
、
人
口
減

少
対
策
な
ど
個
別
の
分

野
ご
と
に
効
果
を
表
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、

絶
大
な
財
政
効
果
に
よ

り
、
町
全
体
で
大
き
な

恩
恵
を
受
け
て
い
る
と

判
断
し
て
い
る
。

議
員
　
来
年
度
か
ら
も

指
定
さ
れ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
引
き

続
き
過
疎
地
域
と
し
て

指
定
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
正
式
に
は
、
国

の
判
断
を
待
つ
こ
と
と

な
る
。

　
し
か
も
、
本
町
は
全

域
指
定
で
あ
り
、
町
全

体
の
活
性
化
と
基
盤
整

備
の
施
策
に
一
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
。
過
疎
債
は
、
元
利

議
員
　
今
後
、
過
疎
対

策
で
取
り
組
む
事
業
は
。

企
画
財
政
課
長
　
公
共

施
設
の
統
廃
合
を
伴
う

集
約
化
・
複
合
化
事
業

は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
特
別
分
と
し
て
優

先
的
に
配
分
さ
れ
る
。

新
設
小
学
校
施
設
整
備

費
は
、
学
校
の
再
編
事

業
と
し
て
こ
れ
に
該
当

す
る
た
め
財
源
確
保
の

目
途
を
つ
け
て
い
る
。

町
長
　
地
方
税
は
、
都

市
部
を
中
心
に
大
き
く

伸
び
て
お
り
、
一
方
過

疎
自
治
体
に
は
恩
恵
が

行
き
届
い
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
地
方
と
都

市
部
の
地
域
間
格
差
の

是
正
の
必
要
性
を
感
じ

て
お
り
、
全
国
町
村
会

を
通
し
て
意
見
を
申
し

上
げ
て
い
る
。

議
員

　中
学
校
の
統
合

後
の
生
徒
の
変
化
は
。

主
任
指
導
主
事

　学
習

や
部
活
動
、
行
事
、
生

徒
会
活
動
な
ど
、
学
校

生
活
の
様
々
な
面
で
競

争
が
生
ま
れ
、
活
気
あ

ふ
れ
る
学
校
と
な
っ
て

い
る
。

　ま
た
、
人
間
関
係
が

広
が
る
中
、
お
お
む
ね

良
好
な
人
間
関
係
が
築

け
て
い
る
。
一
方
で
、

生
徒
が
多
く
な
っ
た

分
、
一
部
で
ト
ラ
ブ
ル

や
問
題
行
動
の
課
題
も

生
じ
て
い
る
。

議
員

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

議
員

議
員

議
員

町
長

企
画
財
政
課
長

YouTube動画

主
任
指
導
主
事

議
員

議
員
　
町
の
史
跡
・
文

化
財
の
保
存
と
管
理
に

つ
い
て
次
の
3
点
を
尋

ね
た
。①
須
古
城
国
史

跡
指
定
作
業
の
状
況
②

文
化
財
の
管
理
維
持
及

び
展
示
に
つ
い
て
③
町

史
編
纂
に
向
け
た
状
況
。

生
涯
学
習
課
長
　
①
現

在
発
掘
調
査
中
。
R
10

年
度
に
文
化
庁
へ
申
請

予
定
②
展
示
施
設
は
な

く
当
分
現
状
の
ま
ま
③

町
史
編
纂
に
向
け
た
計

画
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
着
手
か
ら
8
年
か

か
る
見
込
み
。

生
涯
学
習
課
長

議
員

【小学6年生】 【中学3年生】
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難
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く
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、
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が
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体
的
に
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環
境
で
あ
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ど
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の
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は
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、
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以
外
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の
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時
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は
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部
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動
の
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域

移
行
で
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間
の
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習
で
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、
ス
マ
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ト

フ
ォ
ン
の
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時
間
の
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大
で
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り
子
ど

も
達
の
生
活
時
間
が
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し
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も
の
と
な
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い

な
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か
。
ま
た
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
長
時
間
利
用
で
生

答
小
６
は
高
い
水
準
を
維
持
、
中
３
は

数
学
で
県
を
上
回
る

中村　秀子 議員
なか むら ひで こ
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子
ど
も
達
の
学
力
は
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活
の
基
盤
で
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睡
眠

時
間
は
ど
う
か
。

主
任
指
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主
事
　
調
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の
結
果
、
小
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で
は
３
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科
と
も
県
平
均
を
上

回
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て
い
る
。
中
３
は

数
学
の
み
県
平
均
を
上

回
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。
調
査
が
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・

判
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・
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現
を
問
う
も

の
へ
と
変
化
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で
そ
の
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向
性
で
授

業
改
善
は
進
ん
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。
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長
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が
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動
ガ
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時
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し
て
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の
は
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％
前
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で
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ォ
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あ
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、
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あ
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、
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ト
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針
は
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長
　
人
と
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と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
、
子
ど
も
達
を
中
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に
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々
な
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動
を
展
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に
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抜
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、
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を
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に
着
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を
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成
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は
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長
　
財
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と
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、
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債
を
発
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で
き
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で
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。
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争
が
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中
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後
の
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は
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画
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編
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の
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割
が
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措
置
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れ
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組
み

で
あ
る
。

議
員
　
本
町
の
過
疎
対

策
事
業
の
効
果
は
。

企
画
財
政
課
長
　
多
く

の
事
業
に
着
手
で
き
、

各
分
野
に
お
い
て
必
要

な
投
資
が
で
き
て
い
る
。

産
業
、
福
祉
、
人
口
減

少
対
策
な
ど
個
別
の
分

野
ご
と
に
効
果
を
表
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、

絶
大
な
財
政
効
果
に
よ

り
、
町
全
体
で
大
き
な

恩
恵
を
受
け
て
い
る
と

判
断
し
て
い
る
。

議
員
　
来
年
度
か
ら
も

指
定
さ
れ
る
の
か
。
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画
財
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長
　
引
き

続
き
過
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と
し
て

指
定
さ
れ
る
と
考
え
て
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る
。
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に
は
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国

の
判
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を
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つ
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と
と

な
る
。

　
し
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も
、
本
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は
全

域
指
定
で
あ
り
、
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全

体
の
活
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化
と
基
盤
整

備
の
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に
一
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的
に

取
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組
む
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と
が
で
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。
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は
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後
、
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再
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に
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当

す
る
た
め
財
源
確
保
の

目
途
を
つ
け
て
い
る
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長
　
地
方
税
は
、
都

市
部
を
中
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に
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き
く

伸
び
て
お
り
、
一
方
過

疎
自
治
体
に
は
恩
恵
が
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き
届
い
て
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る
と
は

言
い
難
い
。
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方
と
都

市
部
の
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域
間
格
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の

是
正
の
必
要
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を
感
じ

て
お
り
、
全
国
町
村
会

を
通
し
て
意
見
を
申
し

上
げ
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る
。

議
員

　中
学
校
の
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合

後
の
生
徒
の
変
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は
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任
指
導
主
事
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習

や
部
活
動
、
行
事
、
生

徒
会
活
動
な
ど
、
学
校

生
活
の
様
々
な
面
で
競

争
が
生
ま
れ
、
活
気
あ

ふ
れ
る
学
校
と
な
っ
て

い
る
。

　ま
た
、
人
間
関
係
が

広
が
る
中
、
お
お
む
ね

良
好
な
人
間
関
係
が
築

け
て
い
る
。
一
方
で
、

生
徒
が
多
く
な
っ
た

分
、
一
部
で
ト
ラ
ブ
ル

や
問
題
行
動
の
課
題
も

生
じ
て
い
る
。

議
員

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

議
員

議
員

議
員

町
長

企
画
財
政
課
長

YouTube動画

主
任
指
導
主
事

議
員

議
員
　
町
の
史
跡
・
文

化
財
の
保
存
と
管
理
に

つ
い
て
次
の
3
点
を
尋

ね
た
。①
須
古
城
国
史

跡
指
定
作
業
の
状
況
②

文
化
財
の
管
理
維
持
及

び
展
示
に
つ
い
て
③
町

史
編
纂
に
向
け
た
状
況
。

生
涯
学
習
課
長
　
①
現

在
発
掘
調
査
中
。
R
10

年
度
に
文
化
庁
へ
申
請

予
定
②
展
示
施
設
は
な

く
当
分
現
状
の
ま
ま
③

町
史
編
纂
に
向
け
た
計

画
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
着
手
か
ら
8
年
か

か
る
見
込
み
。

生
涯
学
習
課
長

議
員

【小学6年生】 【中学3年生】
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一
般
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一
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問

議
員
　
配
備
が
完
了
し

た
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
、

訓
練
が
本
格
化
し
て
い

る
。
７
月
28
日
に
は
、

木
更
津
駐
屯
地
か
ら
佐

賀
駐
屯
地
へ
の
移
動
の

答 問
し
っ
か
り
と
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い

配
備
が
完
了
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

に
よ
る
事
故
防
止
の
取
り
組
み
を

問
区
長
、
公
民
館
長
の
報
酬
の
改
正
と

駐
在
員
制
度
に
つ
い
て

答 問
危
機
感
を
共
有
し
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い

地
球
温
暖
化
対
策
を
強
め
、
町
民
へ
の

啓
発
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る

南里　隆司 議員
なん り りゅう じ

い
う
事
案
も
起
き
た
。

町
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
と
い
う
点
で
情
報

公
開
は
必
須
で
、
防
衛

省
の
姿
勢
に
は
大
き
な

危
惧
を
覚
え
る
。
夜
間

訓
練
、
低
空
飛
行
訓
練

も
始
ま
る
予
定
で
、
町

民
の
不
安
も
高
ま
っ
て

い
る
。
積
極
的
に
情
報

提
供
を
求
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

総
務
課
長
　
佐
賀
駐
屯

地
と
の
直
通
の
連
絡
体

制
を
使
っ
て
、
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
民
の
通
報
に
も
迅
速

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
防
衛
省
、
県
に

真
摯
に
説
明
を
行
っ
て

も
ら
い
、
町
民
の
生
の

声
を
届
け
る
た
め
に
、

こ
の
問
題
で
の
防
衛
省
、

県
に
よ
る
住
民
説
明
会

の
開
催
を
求
め
る
。

町
長
　
現
時
点
で
は
、

際
に
、
警
告
ラ
ン
プ
点

灯
に
よ
る
予
防
着
陸
が

あ
っ
た
。
８
月
４
日
に

は
別
の
機
体
が
同
様
の

予
防
着
陸
を
し
、
当
初

公
表
さ
れ
な
か
っ
た
と

今
あ
る
枠
組
み
で
情
報

公
開
を
求
め
、
情
報
収

議
員
　
誰
も
が
認
め
る

異
常
気
象
が
続
き
、「
住

め
る
地
球
」
を
残
す
た

め
に
、
真
剣
な
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
国

連
の
機
関
の
報
告
書
で

も
、
平
均
気
温
の
上
昇

が
一
線
を
超
え
る
と
、

元
の
地
球
環
境
に
戻
る

こ
と
が
不
可
能
に
な
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
町

民
へ
の
啓
発
も
大
事
だ

と
考
え
る
。

生
活
環
境
課
長
　
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計
画

を
策
定
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

啓
発
活
動
に
も
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

議
員
　
異
常
な
高
温
で

農
業
者
か
ら
も
、
生
産

へ
の
不
安
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
寄
り
添
っ

た
施
策
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

農
業
振
興
課
長
　
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
高

温
に
強
い
品
種
の
導
入
、

栽
培
技
術
の
改
善
、
指

導
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

議
員

議
員

総
務
課
長

議
員

町
長

議
員

生
活
環
境
課
長

議
員
　
今
年
町
内
で
は
、

２
，
３
０
０
万
円
と
、

１
，
５
０
０
万
円
の
特

殊
詐
欺
事
件
が
発
生
し

て
い
る
が
そ
の
認
識
と

対
策
は
。

総
務
課
長
　
町
内
で
多

額
の
特
殊
詐
欺
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

早
速
、
防
災
行
政
無
線

で
放
送
し
、
町
民
へ
の

注
意
を
呼
び
掛
け
た
。

議
員
　
特
殊
詐
欺
事
件

の
内
容
を
よ
く
理
解
出

答
全
町
民
へ
あ
ら
ゆ
る
媒
体
で
発
信
し

注
意
喚
起
を
行
う

答
他
の
自
治
体
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い

岸川　信義 議員
きし かわ のぶ よし

問
特
殊
詐
欺
事
件
の
対
応
に
つ
い
て

議
員

総
務
課
長

議
員

来
て
い
な
い
情
報
弱
者

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

総
務
課
長
　
警
察
と
の

連
携
を
深
め
、
防
災
行

政
無
線
や
行
政
放
送
で

発
信
し
、
事
件
の
未
然

防
止
対
策
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

長
寿
社
会
課
長
　
介
護

予
防
・
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
者
は
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
へ
の

相
談
に
よ
り
、
被
害
が

未
然
に
防
が
れ
て
い
る
。

公
的
機
関
や
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
等
だ
け
で
な

く
、
地
域
で
の
声
掛
け

や
見
守
り
の
協
力
も
お

願
い
し
た
い
。

議
員
　
区
長
、
公
民
館

長
の
役
割
と
は
。

総
務
課
長
　
区
長
は
自

治
会
の
代
表
者
で
あ
る
。

多
く
の
区
長
は
44
地
区

の
駐
在
員
で
も
あ
り
、

町
か
ら
の
伝
達
、
調
査
、

文
書
配
達
も
行
っ
て
い

る
。

生
涯
学
習
課
長
　
町
内

1
0
9
名
の
公
民
館
長

の
役
割
は
、
公
民
館
役

員
の
統
括
や
老
人
会
、

子
供
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー

ツ
行
事
と
の
連
携
・
調

整
、
公
民
館
施
設
の
管

理
等
で
あ
る
。

議
員
　
現
在
の
物
価
高

に
お
い
て
、
区
長
、
公

民
館
長
の
報
酬
は
。

総
務
課
長
　
区
長
へ
町

か
ら
の
報
酬
は
な
い
。

駐
在
員
報
酬
は
近
隣
市

町
並
み
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
公
民

館
長
の
報
償
額
は
近
隣

の
市
町
と
比
較
し
て
も

著
し
く
低
い
と
は
言
え

な
い
。

議
員
　
唐
津
市
で
は
、

本
町
で
言
う
駐
在
員
に

支
払
う
報
酬
が
実
態
と

乖
離
し
て
い
る
と
新
聞

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

調
査
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
　
本
町
が
合

併
し
て
20
年
が
経
過
し
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
な

ど
情
勢
が
変
わ
っ
て
い

る
。
抜
本
的
な
駐
在
員

制
度
の
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

唐
津
市
の
件
も
調
査
し

て
い
く
。

議
員
　
町
が
推
進
す
る

駐
在
員
制
度
を
第
４
次

総
合
計
画
の
中
に
謳
う

べ
き
で
は
。

　
ま
た
、「
駐
在
員
」
の

名
称
が
専
門
的
で
町
民

に
分
か
り
に
く
い
た
め

相
応
し
い
名
称
に
変
え

て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第

４
次
総
合
計
画
を
策
定

中
だ
が
、
策
定
委
員
会

で
協
議
す
る
こ
と
も
可

能
か
と
考
え
る
。

総
務
課
長

長
寿
社
会
課
長

総
務
課
長

生
涯
学
習
課
長

議
員

議
員

議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

生
涯
学
習
課
長

企
画
財
政
課
長

議
員

集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
課
長

YouTube動画

YouTube動画

答 問
課
題
を
整
理
し
、検

討
し
て
い
き
た
い

熱
中
症
予
防
休

憩
所
の
拡
充
を

答 問
今
年
10
月
か
ら

来
年
1
月
31
日
ま
で

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
給

付
時
期
と
使
用
期
間
は

議
員
　
現
在
三
か
所
で

開
設
さ
れ
て
い
る
熱
中

症
予
防
休
憩
所
に
つ
い

て
は
、
距
離
的
に
遠
い

な
ど
の
声
が
あ
り
、
公

民
館
な
ど
に
も
拡
充
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
る
。
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
課
長
　
公
民

館
な
ど
に
拡
充
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
理
解

と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

公
民
館
長
会
な
ど
関
係

者
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
課
長

議
員
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と
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。

町
民
の
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命
、
財
産
を

守
る
と
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う
点
で
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は
必
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で
、
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の
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に
は
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る
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間

訓
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、
低
空
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訓
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も
始
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る
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で
、
町
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の
不
安
も
高
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て
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る
。
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的
に
情
報

提
供
を
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く
こ

と
が
必
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だ
と
考
え
る
。

総
務
課
長
　
佐
賀
駐
屯

地
と
の
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の
連
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、
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い
。
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。

議
員
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に
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に
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を
行
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て

も
ら
い
、
町
民
の
生
の

声
を
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る
た
め
に
、

こ
の
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で
の
防
衛
省
、

県
に
よ
る
住
民
説
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会

の
開
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を
求
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る
。
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長
　
現
時
点
で
は
、
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に
、
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点
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る
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が
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に

は
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の
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の
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を
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、
当
初
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さ
れ
な
か
っ
た
と

今
あ
る
枠
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み
で
情
報

公
開
を
求
め
、
情
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収

議
員
　
誰
も
が
認
め
る

異
常
気
象
が
続
き
、「
住

め
る
地
球
」
を
残
す
た

め
に
、
真
剣
な
努
力
が

求
め
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い
る
。
国

連
の
機
関
の
報
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書
で

も
、
平
均
気
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の
上
昇

が
一
線
を
超
え
る
と
、

元
の
地
球
環
境
に
戻
る

こ
と
が
不
可
能
に
な
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
町

民
へ
の
啓
発
も
大
事
だ

と
考
え
る
。

生
活
環
境
課
長
　
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計
画

を
策
定
し
、
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

啓
発
活
動
に
も
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

議
員
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常
な
高
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で

農
業
者
か
ら
も
、
生
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へ
の
不
安
の
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上
が
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て
い
る
。
寄
り
添
っ
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策
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求
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れ
て

い
る
。

農
業
振
興
課
長
　
関
係
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関
と
連
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て
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高
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に
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ど
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員
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員
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長
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員

生
活
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長

議
員
　
今
年
町
内
で
は
、

２
，
３
０
０
万
円
と
、

１
，
５
０
０
万
円
の
特

殊
詐
欺
事
件
が
発
生
し

て
い
る
が
そ
の
認
識
と

対
策
は
。

総
務
課
長
　
町
内
で
多

額
の
特
殊
詐
欺
被
害
が

発
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し
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と
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け
、

早
速
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防
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政
無
線
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送
し
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へ
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。
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員
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件

の
内
容
を
よ
く
理
解
出

答
全
町
民
へ
あ
ら
ゆ
る
媒
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し
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を
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う

答
他
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治
体
の
動
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も
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な
が
ら
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き
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い
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件
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対
応
に
つ
い
て

議
員

総
務
課
長

議
員

来
て
い
な
い
情
報
弱
者

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

総
務
課
長
　
警
察
と
の

連
携
を
深
め
、
防
災
行

政
無
線
や
行
政
放
送
で

発
信
し
、
事
件
の
未
然

防
止
対
策
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。

長
寿
社
会
課
長
　
介
護

予
防
・
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
対
象
者
は
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
へ
の

相
談
に
よ
り
、
被
害
が

未
然
に
防
が
れ
て
い
る
。

公
的
機
関
や
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
等
だ
け
で
な

く
、
地
域
で
の
声
掛
け

や
見
守
り
の
協
力
も
お

願
い
し
た
い
。

議
員
　
区
長
、
公
民
館

長
の
役
割
と
は
。

総
務
課
長
　
区
長
は
自

治
会
の
代
表
者
で
あ
る
。

多
く
の
区
長
は
44
地
区

の
駐
在
員
で
も
あ
り
、

町
か
ら
の
伝
達
、
調
査
、

文
書
配
達
も
行
っ
て
い

る
。

生
涯
学
習
課
長
　
町
内

1
0
9
名
の
公
民
館
長

の
役
割
は
、
公
民
館
役

員
の
統
括
や
老
人
会
、

子
供
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー

ツ
行
事
と
の
連
携
・
調

整
、
公
民
館
施
設
の
管

理
等
で
あ
る
。

議
員
　
現
在
の
物
価
高

に
お
い
て
、
区
長
、
公

民
館
長
の
報
酬
は
。

総
務
課
長
　
区
長
へ
町

か
ら
の
報
酬
は
な
い
。

駐
在
員
報
酬
は
近
隣
市

町
並
み
で
あ
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
公
民

館
長
の
報
償
額
は
近
隣

の
市
町
と
比
較
し
て
も

著
し
く
低
い
と
は
言
え

な
い
。

議
員
　
唐
津
市
で
は
、

本
町
で
言
う
駐
在
員
に

支
払
う
報
酬
が
実
態
と

乖
離
し
て
い
る
と
新
聞

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

調
査
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
　
本
町
が
合

併
し
て
20
年
が
経
過
し
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
な

ど
情
勢
が
変
わ
っ
て
い

る
。
抜
本
的
な
駐
在
員

制
度
の
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

唐
津
市
の
件
も
調
査
し

て
い
く
。

議
員
　
町
が
推
進
す
る

駐
在
員
制
度
を
第
４
次

総
合
計
画
の
中
に
謳
う

べ
き
で
は
。

　
ま
た
、「
駐
在
員
」
の

名
称
が
専
門
的
で
町
民

に
分
か
り
に
く
い
た
め

相
応
し
い
名
称
に
変
え

て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
現
在

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第

４
次
総
合
計
画
を
策
定

中
だ
が
、
策
定
委
員
会

で
協
議
す
る
こ
と
も
可

能
か
と
考
え
る
。

総
務
課
長

長
寿
社
会
課
長

総
務
課
長

生
涯
学
習
課
長

議
員

議
員

議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

生
涯
学
習
課
長

企
画
財
政
課
長

議
員

集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
課
長

YouTube動画

YouTube動画

答 問
課
題
を
整
理
し
、検

討
し
て
い
き
た
い

熱
中
症
予
防
休

憩
所
の
拡
充
を

答 問
今
年
10
月
か
ら

来
年
1
月
31
日
ま
で

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
給

付
時
期
と
使
用
期
間
は

議
員
　
現
在
三
か
所
で

開
設
さ
れ
て
い
る
熱
中

症
予
防
休
憩
所
に
つ
い

て
は
、
距
離
的
に
遠
い

な
ど
の
声
が
あ
り
、
公

民
館
な
ど
に
も
拡
充
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
る
。
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
課
長
　
公
民

館
な
ど
に
拡
充
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
理
解

と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

公
民
館
長
会
な
ど
関
係

者
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

保
健
福
祉
課
長

議
員
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議
員
　
今
議
会
で
提
案

さ
れ
て
い
る
白
石
町
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
案
に
は
「
町

が
発
注
…
に
当
た
っ
て

は
、
…
（
町
内
）
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
者
の

受
注
の
機
会
の
増
大
に

努
め
る
も
と
す
る
。」
と

あ
る
が
、
具
体
的
な
施

策
や
方
針
の
見
直
し
等

の
検
討
は
。

商
工
観
光
課
長
　
理
念

条
例
で
あ
り
、
施
策
や

方
針
の
見
直
し
を
直
接

的
に
伴
う
も
の
で
は
な

い
が
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

議
員
　
町
内
事
業
者
の

活
用
を
よ
り
促
す
方
向

で
運
用
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長
　
指
名

入
札
で
は
町
内
３
者
の

み
で
行
う
場
合
も
あ
り
、

50
万
円
未
満
の
案
件
は

町
内
業
者
を
優
先
。
随

意
契
約
の
基
準
額
引
き

上
げ
に
対
し
て
は
、
他

自
治
体
に
先
ん
じ
て
規

則
改
正
を
行
い
対
応
し

た
。

議
員
　
６
月
議
会
で
回

答
が
あ
っ
た
道
の
駅
し

ろ
い
し
カ
ン
パ
ニ
ー
か

ら
の
税
収
額
は
国
税
、

県
税
、
町
税
を
合
わ
せ

た
数
字
で
あ
る
。
町
税

だ
け
で
は
い
く
ら
で
あ

る
か
。

副
町
長
　
別
表
の
と
お

り
。

議
員
　
私
の
方
で
把
握

で
き
て
い
る
数
字
を
基

に
道
の
駅
に
関
す
る
町

財
政
に
お
け
る
収
支
を

試
算
し
た
と
こ
ろ
、
施

設
の
法
定
耐
用
年
数
で

あ
る
34
年
間
で
約
５
．

４
億
円
、
年
間
で
は
１
，

６
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
る
結
果
が
出
た
。

　
町
な
ら
よ
り
確
度
の

高
い
試
算
が
で
き
、
今

後
の
検
討
に
資
す
る
は

ず
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
試
算
を
し
な
い
の

か
。

商
工
観
光
課
長
　
出
荷

者
の
収
入
内
容
等
の
把

握
が
難
し
い
た
め
推
計

し
て
い
な
い
。
た
だ
直

売
所
売
上
額
は
重
視
し

て
お
り
、
今
後
も
維
持
・

増
加
を
検
討
す
る
。

　
道
の
駅
は
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
公
共
施
設

で
あ
り
、
町
全
体
の
収

入
で
賄
う
も
の
。
町
と

し
て
は
公
表
し
て
い
る

数
値
に
基
づ
き
「
赤
字

に
な
っ
て
い
る
」
と
思

っ
て
い
な
い
。
黒
字
を

続
け
る
カ
ン
パ
ニ
ー
が

運
営
し
、
健
全
な
町
財

政
の
下
で
誇
れ
る
施
設

と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
６
月
議
会
で
町

長
が
「
町
民
の
負
担
は

増
や
さ
な
い
」
と
答
弁

し
た
が
、
具
体
的
に
何

を
想
定
し
て
か
。

町
長
　
既
存
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
削
減
や
縮
小
、

新
規
の
中
止
を
想
定
。

議
員
　
な
ぜ
試
算
を
し

な
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

「
赤
字
で
は
な
い
と
思

う
」
と
い
う
回
答
だ
が
、

私
は
数
字
を
も
っ
て
示

し
て
い
る
の
で
、
数
字

で
返
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
議
論
に
な
ら
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
　
脱
炭
素
や
循
環

型
社
会
に
向
け
た
町
の

取
組
と
課
題
は
。

生
活
環
境
課
長
　
公
共

施
設
の
L
E
D
化
や
学

校
給
食
で
の
食
品
ロ
ス

削
減
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
不
法
投
棄
の
防
止
。

下
水
道
・
浄
化
槽
へ
の

補
助
を
継
続
し
、
水
質

保
全
に
努
め
る
。
他
に

も
環
境
美
化
と
リ
サ
イ

答
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

と
、適
正
な
分
別
収
集
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル・

ご
み
減
量
化
を
推
進

答
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る 田島　隆一 議員

た じま りゅういち

溝上　広行 議員
みぞ かみ ゆきひろ

問
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
は

問
町
内
業
者
の
受
注
機
会
増
大
の
新
た
な
方
策
は

答
出
荷
者
の
収
入
内
容
等
の
把
握
が
難
し
い

問
な
ぜ
道
の
駅
の
町
財
政
試
算
を
行
わ
な
い
の
か

問
時
間
外
勤
務
削
減
の
本
気
度
を
改
め
て
確
認
し
た
い

答
ま
ず
は
現
状
を
集
計
分
析
。分
掌
事
務
の
見
直

し
、最
適
な
機
構
や
人
事
配
置
を
検
討
す
る

議
員

議
員

商
工
観
光
課
長

企
画
財
政
課
長

議
員

議
員

副
町
長

商
工
観
光
課
長

議
員

議
員

町
長

ク
ル
意
識
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。

議
員
　
下
水
道
・
浄
化

槽
の
整
備
や
補
助
制
度

は
。

生
活
環
境
課
長
　
接
続

や
設
置
へ
の
補
助
を
継

続
し
、
普
及
を
推
進
す

る
。

議
員
　
古
紙
・
古
布
回

収
の
改
善
の
見
込
み
は
。

生
活
環
境
課
長
　
平
日

の
早
朝
の
時
間
帯
が
出

し
や
す
い
方
が
大
半
だ

と
考
え
る
。
し
か
し
、

困
難
な
方
は
民
間
の
回

収
を
利
用
さ
れ
て
も
結

構
で
あ
る
。

議
員
　
廃
プ
ラ
を
燃
え

る
ご
み
と
し
て
い
る
現

状
は
。
ま
た
、
さ
が
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
の
処
理
で
発
生
す
る

熱
の
利
用
は
。

生
活
環
境
課
長
　
平
成

28
年
度
か
ら
燃
え
る
ご

み
と
し
て
処
理
を
行
っ

て
い
る
。
処
理
で
発
生

す
る
熱
は
電
力
会
社
に

も
売
電
し
て
お
り
、
令

和
5
年
度
決
算
で
は
１

２
２
，
８
４
９
千
円
の

収
益
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
環
境
意
識
向
上

や
美
化
活
動
の
取
組
は
。

生
活
環
境
課
長
　
講
座

や
学
習
を
通
じ
て
意
識

向
上
を
図
り
、
町
ぐ
る

み
で
環
境
美
化
を
進
め

て
い
く
。

答
心
身
と
も
に
健
や
か
で
郷
土
に
誇
り
を
持
つ
子
ど
も

の
育
成
と
、地
域
と
連
携
し
た
教
育
を
推
進
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
活
用
し
た
授
業
も
推
進

問
地
域
と
と
も
に
歩
む
教
育
と
郷
土
愛
の

醸
成
へ
の
取
組
は

議
員
　
町
と
し
て
育
て

た
い
子
ど
も
像
と
は
。

町
長
　
心
身
と
も
に
健

や
か
で
、
郷
土
に
誇
り

を
持
ち
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
子
ど
も
を
育
て

る
。

議
員
　
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
充
実
策
は
。

学
校
教
育
課
長
　「
白
石

学
」
な
ど
横
断
的
な
学

習
枠
組
み
を
検
討
し
、

学
校
と
地
域
が
連
携
し

て
学
び
を
広
げ
た
い
。

議
員
　
I
C
T
や
A
I

教
育
へ
の
対
応
は
。

主
任
指
導
主
事
　
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
、
I
C
T
活
用

促
進
や
教
材
整
備
、
教

員
研
修
を
進
め
て
い
る
。

議
員
　
小
学
校
1
5
0

周
年
記
念
へ
の
町
の
方

針
は
。

学
校
教
育
課
長
　
記
念

行
事
を
支
援
し
、
子
ど

も
た
ち
や
町
民
が
地
域

の
歴
史
を
学
び
、
郷
土

愛
を
深
め
る
機
会
と
す

る
。

議
員

生
活
環
境
課
長

議
員

議
員

議
員

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

学
校
教
育
課
長

町
長

議
員

YouTube動画 YouTube動画

学
校
教
育
課
長

主
任
指
導
主
事

令和4年度   90,600円

令和5年度 300,800円

令和6年度 168,300円

法人町民税の額
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議
員
　
今
議
会
で
提
案

さ
れ
て
い
る
白
石
町
中

小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
案
に
は
「
町

が
発
注
…
に
当
た
っ
て

は
、
…
（
町
内
）
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
者
の

受
注
の
機
会
の
増
大
に

努
め
る
も
と
す
る
。」
と

あ
る
が
、
具
体
的
な
施

策
や
方
針
の
見
直
し
等

の
検
討
は
。

商
工
観
光
課
長
　
理
念

条
例
で
あ
り
、
施
策
や

方
針
の
見
直
し
を
直
接

的
に
伴
う
も
の
で
は
な

い
が
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

議
員
　
町
内
事
業
者
の

活
用
を
よ
り
促
す
方
向

で
運
用
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長
　
指
名

入
札
で
は
町
内
３
者
の

み
で
行
う
場
合
も
あ
り
、

50
万
円
未
満
の
案
件
は

町
内
業
者
を
優
先
。
随

意
契
約
の
基
準
額
引
き

上
げ
に
対
し
て
は
、
他

自
治
体
に
先
ん
じ
て
規

則
改
正
を
行
い
対
応
し

た
。

議
員
　
６
月
議
会
で
回

答
が
あ
っ
た
道
の
駅
し

ろ
い
し
カ
ン
パ
ニ
ー
か

ら
の
税
収
額
は
国
税
、

県
税
、
町
税
を
合
わ
せ

た
数
字
で
あ
る
。
町
税

だ
け
で
は
い
く
ら
で
あ

る
か
。

副
町
長
　
別
表
の
と
お

り
。

議
員
　
私
の
方
で
把
握

で
き
て
い
る
数
字
を
基

に
道
の
駅
に
関
す
る
町

財
政
に
お
け
る
収
支
を

試
算
し
た
と
こ
ろ
、
施

設
の
法
定
耐
用
年
数
で

あ
る
34
年
間
で
約
５
．

４
億
円
、
年
間
で
は
１
，

６
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
る
結
果
が
出
た
。

　
町
な
ら
よ
り
確
度
の

高
い
試
算
が
で
き
、
今

後
の
検
討
に
資
す
る
は

ず
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
試
算
を
し
な
い
の

か
。

商
工
観
光
課
長
　
出
荷

者
の
収
入
内
容
等
の
把

握
が
難
し
い
た
め
推
計

し
て
い
な
い
。
た
だ
直

売
所
売
上
額
は
重
視
し

て
お
り
、
今
後
も
維
持
・

増
加
を
検
討
す
る
。

　
道
の
駅
は
地
方
自
治

法
に
基
づ
く
公
共
施
設

で
あ
り
、
町
全
体
の
収

入
で
賄
う
も
の
。
町
と

し
て
は
公
表
し
て
い
る

数
値
に
基
づ
き
「
赤
字

に
な
っ
て
い
る
」
と
思

っ
て
い
な
い
。
黒
字
を

続
け
る
カ
ン
パ
ニ
ー
が

運
営
し
、
健
全
な
町
財

政
の
下
で
誇
れ
る
施
設

と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
６
月
議
会
で
町

長
が
「
町
民
の
負
担
は

増
や
さ
な
い
」
と
答
弁

し
た
が
、
具
体
的
に
何

を
想
定
し
て
か
。

町
長
　
既
存
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
削
減
や
縮
小
、

新
規
の
中
止
を
想
定
。

議
員
　
な
ぜ
試
算
を
し

な
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

「
赤
字
で
は
な
い
と
思

う
」
と
い
う
回
答
だ
が
、

私
は
数
字
を
も
っ
て
示

し
て
い
る
の
で
、
数
字

で
返
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
議
論
に
な
ら
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
　
脱
炭
素
や
循
環

型
社
会
に
向
け
た
町
の

取
組
と
課
題
は
。

生
活
環
境
課
長
　
公
共

施
設
の
L
E
D
化
や
学

校
給
食
で
の
食
品
ロ
ス

削
減
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
不
法
投
棄
の
防
止
。

下
水
道
・
浄
化
槽
へ
の

補
助
を
継
続
し
、
水
質

保
全
に
努
め
る
。
他
に

も
環
境
美
化
と
リ
サ
イ

答
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

と
、適
正
な
分
別
収
集
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル・

ご
み
減
量
化
を
推
進

答
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る 田島　隆一 議員

た じま りゅういち

溝上　広行 議員
みぞ かみ ゆきひろ

問
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
は

問
町
内
業
者
の
受
注
機
会
増
大
の
新
た
な
方
策
は

答
出
荷
者
の
収
入
内
容
等
の
把
握
が
難
し
い

問
な
ぜ
道
の
駅
の
町
財
政
試
算
を
行
わ
な
い
の
か

問
時
間
外
勤
務
削
減
の
本
気
度
を
改
め
て
確
認
し
た
い

答
ま
ず
は
現
状
を
集
計
分
析
。分
掌
事
務
の
見
直

し
、最
適
な
機
構
や
人
事
配
置
を
検
討
す
る

議
員

議
員

商
工
観
光
課
長

企
画
財
政
課
長

議
員

議
員

副
町
長

商
工
観
光
課
長

議
員

議
員

町
長

ク
ル
意
識
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。

議
員
　
下
水
道
・
浄
化

槽
の
整
備
や
補
助
制
度

は
。

生
活
環
境
課
長
　
接
続

や
設
置
へ
の
補
助
を
継

続
し
、
普
及
を
推
進
す

る
。

議
員
　
古
紙
・
古
布
回

収
の
改
善
の
見
込
み
は
。

生
活
環
境
課
長
　
平
日

の
早
朝
の
時
間
帯
が
出

し
や
す
い
方
が
大
半
だ

と
考
え
る
。
し
か
し
、

困
難
な
方
は
民
間
の
回

収
を
利
用
さ
れ
て
も
結

構
で
あ
る
。

議
員
　
廃
プ
ラ
を
燃
え

る
ご
み
と
し
て
い
る
現

状
は
。
ま
た
、
さ
が
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
の
処
理
で
発
生
す
る

熱
の
利
用
は
。

生
活
環
境
課
長
　
平
成

28
年
度
か
ら
燃
え
る
ご

み
と
し
て
処
理
を
行
っ

て
い
る
。
処
理
で
発
生

す
る
熱
は
電
力
会
社
に

も
売
電
し
て
お
り
、
令

和
5
年
度
決
算
で
は
１

２
２
，
８
４
９
千
円
の

収
益
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
環
境
意
識
向
上

や
美
化
活
動
の
取
組
は
。

生
活
環
境
課
長
　
講
座

や
学
習
を
通
じ
て
意
識

向
上
を
図
り
、
町
ぐ
る

み
で
環
境
美
化
を
進
め

て
い
く
。

答
心
身
と
も
に
健
や
か
で
郷
土
に
誇
り
を
持
つ
子
ど
も

の
育
成
と
、地
域
と
連
携
し
た
教
育
を
推
進
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
を
活
用
し
た
授
業
も
推
進

問
地
域
と
と
も
に
歩
む
教
育
と
郷
土
愛
の

醸
成
へ
の
取
組
は

議
員
　
町
と
し
て
育
て

た
い
子
ど
も
像
と
は
。

町
長
　
心
身
と
も
に
健

や
か
で
、
郷
土
に
誇
り

を
持
ち
、
た
く
ま
し
く

生
き
る
子
ど
も
を
育
て

る
。

議
員
　
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
充
実
策
は
。

学
校
教
育
課
長
　「
白
石

学
」
な
ど
横
断
的
な
学

習
枠
組
み
を
検
討
し
、

学
校
と
地
域
が
連
携
し

て
学
び
を
広
げ
た
い
。

議
員
　
I
C
T
や
A
I

教
育
へ
の
対
応
は
。

主
任
指
導
主
事
　
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
、
I
C
T
活
用

促
進
や
教
材
整
備
、
教

員
研
修
を
進
め
て
い
る
。

議
員
　
小
学
校
1
5
0

周
年
記
念
へ
の
町
の
方

針
は
。

学
校
教
育
課
長
　
記
念

行
事
を
支
援
し
、
子
ど

も
た
ち
や
町
民
が
地
域

の
歴
史
を
学
び
、
郷
土

愛
を
深
め
る
機
会
と
す

る
。

議
員

生
活
環
境
課
長

議
員

議
員

議
員

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

学
校
教
育
課
長

町
長

議
員

YouTube動画 YouTube動画

学
校
教
育
課
長

主
任
指
導
主
事

令和4年度   90,600円

令和5年度 300,800円

令和6年度 168,300円

法人町民税の額
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
　
国
は
、
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
を
創

設
す
る
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
概
要
と
狙
い
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
総
務

大
臣
は
、
特
定
の
地
域

議
員
　
財
政
状
況
も
厳

し
い
が
、
将
来
に
向
け

て
基
盤
産
業
と
人
へ
の

投
資
を
惜
し
ん
で
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
町

長
が
特
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
施
策
は
。

町
長
　
笑
顔
で
元
気
に

暮
ら
せ
る
豊
か
な
ま
ち

を
創
っ
て
い
く
た
め
、

ひ
と
づ
く
り
や
農
林
水

産
業
の
振
興
な
ど
四
つ

を
柱
と
し
て
い
る
。
学

校
の
再
編
は
今
後
の
最

答 問
要
望
の
声
が
多
い
の
で
模
索
し
て
い
く

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘
致
を

答
改
革
の
形
を「
見
え
る
化
」し
て
い
き
た
い 吉岡　英允 議員

よし おか ひで みつ

草場　祥則 議員
くさ ば よし のり

関
わ
る
都
市
住
民
と
の

結
び
つ
き
を
強
め
る
こ

と
が
狙
い
で
あ
る
。

議
員
　
若
者
や
女
性
に

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
を
「
総
合
計
画
」

に
盛
り
込
み
な
が
ら
予

算
措
置
が
必
要
で
は
。

町
長
　
現
在
策
定
中
の
、

第
４
次
総
合
計
画
に
も

若
者
や
女
性
に
も
選
ば

れ
る
地
域
づ
く
り
な
ど

の
新
し
い
視
点
も
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
有
明
海
沿
岸
道

路
の
開
通
や
道
の
駅
し

ろ
い
し
の
オ
ー
プ
ン
に

よ
り
、
多
く
の
人
と
車

が
来
訪
さ
れ
て
い
る
。

関
係
人
口
の
拡
大
は
今

が
チ
ャ
ン
ス
と
思
わ
れ

る
が
、
観
光
協
会
と
の

連
携
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

へ
継
続
的
に
関
わ
る「
関

係
人
口
」
を
登
録
す
る

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
」
を
創
設
す
る
と
表

明
さ
れ
た
。
二
地
域
居

住
な
ど
、
主
に
地
方
へ

問
行
財
政
改
革
の
形
を
町
民
に
わ
か
り
や
す
く

町
長
　
道
の
駅
し
ろ
い

し
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、

年
間
80
万
人
を
超
え
る

来
訪
者
が
あ
り
、
関
係

人
口
の
構
築
へ
つ
な
げ

る
絶
好
の
機
会
と
と
ら

え
て
い
る
。
こ
の
好
機

に
町
と
観
光
協
会
が
、

白
石
町
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
を
共
に
つ
く
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
し

て
つ
か
ん
で
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
商
業
施
設（
ス
ー

パ
ー
）
の
誘
致
に
町
長

自
ら
が
動
く
べ
き
で
は
。

町
長
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
要
望
の
声
が
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。

私
自
身
も
誘
致
の
可
能

性
に
加
わ
り
な
が
ら
模

索
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ

ク
ス
ホ
ー
ル
白
石
の

オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
移

住
人
口
や
合
宿
の
誘
致

に
よ
る
経
済
効
果
を
本

町
に
集
中
さ
せ
る
た
め

に
も
ホ
テ
ル
の
誘
致
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

総
合
戦
略
課
長
　
ホ
テ

ル
の
進
出
に
は
、
市
場

調
査
や
交
通
ア
ク
セ
ス
、

周
辺
環
境
、
用
地
の
条

件
な
ど
立
地
調
査
を
得

て
検
討
さ
れ
る
。
投
資

効
果
の
面
か
ら
、
大
規

模
な
ホ
テ
ル
の
進
出
は

見
込
み
に
く
い
こ
と
か

ら
、
地
域
密
着
型
運
営

や
コ
ン
パ
ク
ト
方
宿
泊

施
設
な
ど
低
リ
ス
ク
展

開
に
よ
る
現
実
路
線
で

の
ホ
テ
ル
誘
致
を
進
め

た
い
。

議
員

総
合
戦
略
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

議
員

町
長

議
員

町
長

町
長

議
員

町
長

重
要
施
策
と
捉
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
定
住
促
進
事

業
も
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
て
い
く
た
め

非
常
に
重
要
と
認
識
し

て
い
る
の
で
、
引
き
続

き
き
め
細
か
な
支
援
策

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
合
併
20
周
年
を

機
会
に
事
業
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が

大
胆
に
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長
　
新
た

な
行
政
需
要
や
行
政
課

題
に
対
処
し
て
い
く
た

め
に
は
、
限
ら
れ
た
人

的
支
援
や
財
源
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
投
資

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
を
実
施
し
、
社
会
情

勢
に
対
応
し
た
効
率
的

な
行
政
展
開
を
お
こ
な

っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
旧
町
時
代
か
ら

お
こ
な
っ
て
い
る
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
な
ど
は

関
係
者
の
負
担
が
多
大

と
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
は
、
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

で
あ
り
、
関
係
者
の
負

担
や
経
費
の
増
大
も
問

題
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。
節
目
で
あ
る
第
30

回
大
会
を
考
え
て
い
く

中
で
以
降
の
大
会
を
続

け
て
い
く
べ
き
か
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
人
材
の
育
成
は
。

総
務
課
長
　
こ
れ
ま
で

21
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。
総
務
課
に
担
当

課
長
補
佐
を
配
置
し
て

い
る
。

議
員
　
こ
れ
か
ら
学
校

跡
地
の
利
活
用
や
公
共

施
設
の
統
廃
合
な
ど
重

大
な
決
断
も
必
要
で
あ

る
。
行
財
政
改
革
が
町

民
に
わ
か
り
や
す
い
よ

う
見
え
る
化
で
き
る
よ

う
検
討
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長
　
行
財

政
改
革
の
形
が
目
に
見

え
る
形
と
な
る
よ
う
に
、

数
値
目
標
を
把
握
し
、

だ
れ
に
で
も
わ
か
り
や

す
く
見
え
や
す
い
進
行

管
理
「
見
え
る
化
」
に

一
層
努
め
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

議
員

企
画
財
政
課
長

生
涯
学
習
課
長

議
員

議
員

議
員

企
画
財
政
課
長

●白石地域町民スポーツ大会●ジムナスティクスホール白石　親子体操体験教室

YouTube動画 YouTube動画
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一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
　
国
は
、
ふ
る
さ

と
住
民
登
録
制
度
を
創

設
す
る
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
概
要
と
狙
い
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
総
務

大
臣
は
、
特
定
の
地
域

議
員
　
財
政
状
況
も
厳

し
い
が
、
将
来
に
向
け

て
基
盤
産
業
と
人
へ
の

投
資
を
惜
し
ん
で
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
町

長
が
特
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
施
策
は
。

町
長
　
笑
顔
で
元
気
に

暮
ら
せ
る
豊
か
な
ま
ち

を
創
っ
て
い
く
た
め
、

ひ
と
づ
く
り
や
農
林
水

産
業
の
振
興
な
ど
四
つ

を
柱
と
し
て
い
る
。
学

校
の
再
編
は
今
後
の
最

答 問
要
望
の
声
が
多
い
の
で
模
索
し
て
い
く

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘
致
を

答
改
革
の
形
を「
見
え
る
化
」し
て
い
き
た
い 吉岡　英允 議員

よし おか ひで みつ

草場　祥則 議員
くさ ば よし のり

関
わ
る
都
市
住
民
と
の

結
び
つ
き
を
強
め
る
こ

と
が
狙
い
で
あ
る
。

議
員
　
若
者
や
女
性
に

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
を
「
総
合
計
画
」

に
盛
り
込
み
な
が
ら
予

算
措
置
が
必
要
で
は
。

町
長
　
現
在
策
定
中
の
、

第
４
次
総
合
計
画
に
も

若
者
や
女
性
に
も
選
ば

れ
る
地
域
づ
く
り
な
ど

の
新
し
い
視
点
も
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
有
明
海
沿
岸
道

路
の
開
通
や
道
の
駅
し

ろ
い
し
の
オ
ー
プ
ン
に

よ
り
、
多
く
の
人
と
車

が
来
訪
さ
れ
て
い
る
。

関
係
人
口
の
拡
大
は
今

が
チ
ャ
ン
ス
と
思
わ
れ

る
が
、
観
光
協
会
と
の

連
携
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

へ
継
続
的
に
関
わ
る「
関

係
人
口
」
を
登
録
す
る

「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
」
を
創
設
す
る
と
表

明
さ
れ
た
。
二
地
域
居

住
な
ど
、
主
に
地
方
へ

問
行
財
政
改
革
の
形
を
町
民
に
わ
か
り
や
す
く

町
長
　
道
の
駅
し
ろ
い

し
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、

年
間
80
万
人
を
超
え
る

来
訪
者
が
あ
り
、
関
係

人
口
の
構
築
へ
つ
な
げ

る
絶
好
の
機
会
と
と
ら

え
て
い
る
。
こ
の
好
機

に
町
と
観
光
協
会
が
、

白
石
町
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
を
共
に
つ
く
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
し

て
つ
か
ん
で
い
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員
　
商
業
施
設（
ス
ー

パ
ー
）
の
誘
致
に
町
長

自
ら
が
動
く
べ
き
で
は
。

町
長
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
要
望
の
声
が
多

い
と
認
識
し
て
い
る
。

私
自
身
も
誘
致
の
可
能

性
に
加
わ
り
な
が
ら
模

索
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
ジ
ム
ナ
ス
テ
ィ

ク
ス
ホ
ー
ル
白
石
の

オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
移

住
人
口
や
合
宿
の
誘
致

に
よ
る
経
済
効
果
を
本

町
に
集
中
さ
せ
る
た
め

に
も
ホ
テ
ル
の
誘
致
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

総
合
戦
略
課
長
　
ホ
テ

ル
の
進
出
に
は
、
市
場

調
査
や
交
通
ア
ク
セ
ス
、

周
辺
環
境
、
用
地
の
条

件
な
ど
立
地
調
査
を
得

て
検
討
さ
れ
る
。
投
資

効
果
の
面
か
ら
、
大
規

模
な
ホ
テ
ル
の
進
出
は

見
込
み
に
く
い
こ
と
か

ら
、
地
域
密
着
型
運
営

や
コ
ン
パ
ク
ト
方
宿
泊

施
設
な
ど
低
リ
ス
ク
展

開
に
よ
る
現
実
路
線
で

の
ホ
テ
ル
誘
致
を
進
め

た
い
。

議
員

総
合
戦
略
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

議
員

町
長

議
員

町
長

町
長

議
員

町
長

重
要
施
策
と
捉
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
定
住
促
進
事

業
も
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
て
い
く
た
め

非
常
に
重
要
と
認
識
し

て
い
る
の
で
、
引
き
続

き
き
め
細
か
な
支
援
策

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
合
併
20
周
年
を

機
会
に
事
業
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が

大
胆
に
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長
　
新
た

な
行
政
需
要
や
行
政
課

題
に
対
処
し
て
い
く
た

め
に
は
、
限
ら
れ
た
人

的
支
援
や
財
源
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
投
資

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
を
実
施
し
、
社
会
情

勢
に
対
応
し
た
効
率
的

な
行
政
展
開
を
お
こ
な

っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
旧
町
時
代
か
ら

お
こ
な
っ
て
い
る
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
な
ど
は

関
係
者
の
負
担
が
多
大

と
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
は
、
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

で
あ
り
、
関
係
者
の
負

担
や
経
費
の
増
大
も
問

題
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。
節
目
で
あ
る
第
30

回
大
会
を
考
え
て
い
く

中
で
以
降
の
大
会
を
続

け
て
い
く
べ
き
か
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
人
材
の
育
成
は
。

総
務
課
長
　
こ
れ
ま
で

21
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。
総
務
課
に
担
当

課
長
補
佐
を
配
置
し
て

い
る
。

議
員
　
こ
れ
か
ら
学
校

跡
地
の
利
活
用
や
公
共

施
設
の
統
廃
合
な
ど
重

大
な
決
断
も
必
要
で
あ

る
。
行
財
政
改
革
が
町

民
に
わ
か
り
や
す
い
よ

う
見
え
る
化
で
き
る
よ

う
検
討
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長
　
行
財

政
改
革
の
形
が
目
に
見

え
る
形
と
な
る
よ
う
に
、

数
値
目
標
を
把
握
し
、

だ
れ
に
で
も
わ
か
り
や

す
く
見
え
や
す
い
進
行

管
理
「
見
え
る
化
」
に

一
層
努
め
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

議
員

企
画
財
政
課
長

生
涯
学
習
課
長

議
員

議
員

議
員

企
画
財
政
課
長

●白石地域町民スポーツ大会●ジムナスティクスホール白石　親子体操体験教室

YouTube動画 YouTube動画
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活
動
報
告

常
任
委
員
会
報
告

　
６
月
19
日
、
３
常
任
委
員
会
合
同
で
上
峰
町
役
場
を
訪
れ
、
本

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
か
み
み
ね
と
旧
イ
オ
ン
跡
地
活

用
の
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
お
よ
び
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
武
廣
町
長
は
じ
め
担
当
者
か
ら
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

説
明
や
、
町
の
賑
わ
い
を
創
出
し
て
ほ
し
い
と
の
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
、
学
習
施
設
、
道
の
駅
を
含
む

地
域
振
興
施
設
、
そ
の
他
民
間
施
設
を
整
備
し
、
町
民
の
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
な
エ
リ
ア
と
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
さ
ら
に
、
神
村
学
園
上
峰
校
舎
の
開
校
に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ

い
て
も
説
明
を
受
け
た
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
受
け
入
れ
る
上
峰
校
舎
は
、
高
校
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
契

機
と
な
り
、
様
々
な
夢
を
持
っ
た
若
者
が
集
う
こ
と
で
町
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

　
本
町
と
し
て
も
、
観
光
協
会
が
発
足
し
、
道
の
駅
を
拠
点
と
し

た
観
光
戦
略
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
事
業
推
進
に
お

け
る
業
務
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援
、
災
害
時
の
対
応
等
に
つ
い

て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

　
議
会
と
し
て
も
今
回
の
視
察
を
参
考
に
、
道
の
駅
し
ろ
い
し
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、Ｐ
Ｒ
戦
略
等
の
課
題
に
対
し
執
行
部
と

議
論
を
重
ね
、
町
政
発
展
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
。

道
の
駅
か
み
み
ね
現
地
視
察
お
よ
び
旧
イ
オ
ン
跡
地

活
用
に
つ
い
て
の
現
地
調
査

●上峰町役場にて説明を受け意見交換を行う

●道の駅駅長から説明を受ける。
　同じエリアには認定こども園が併設され、町営住宅の建設も進んでいた。

　10月9日、岩手県紫波町議会から「いきいき町づくり常任委員会」8名が訪問された。新規就農者育成、
璃の香の取組について農業振興課から説明を受け、いちごトレーニングファームを見学し、意見交換が
行われた。

視察来町
（紫波町議会いきいき町づくり常任委員会）

7
　
月

最近の主な議会活動（7月～9月）

日 曜 行　　事

日 曜 行　　事

1 火

15 火

4 金
6 日

7 月

16 水

23 水

30 水

26 土

11 金

22 火

29 火

10 木

17 木

14 月

28 月

有明南小学校学校訪問
蓮花の会第1回評議員選任解任委員会
創立75周年記念佐賀県母子寡婦福祉研究大会
杵藤地区広域市町村圏組合議会7月臨時会・全員協議会
有明西小学校学校訪問
有明地域づくり協議会設立準備委員会
長崎本線利用促進期成会要望活動
福富小学校学校訪問
議員例会、議員説明会
ジムナスティクスホール見学
国道207号改良促進期成同盟会役員会及び総会
白石町スポーツ協会第1回種目部代表者会
白石町有明海沿岸道路建設促進協議会
婚活サポーター情報交換会
佐賀県町村議会議員ハラスメント研修会
白石町戦没者追悼式
社会を明るくする運動大会
杵島郡スポーツ交流大会総合開会式
知事・市町議会議長懇話会
政経懇話会・政経セミナー 7月合同例会

8
　
月

日 曜 行　　事

20 水

27 水

28 木

23 土

25 月

白石町交通安全対策協議会
佐賀県町村議会議長会議
佐賀県町村議会議長会議員研修会
白石町消防夏季訓練
福富地域子ども浮立大会
議会運営委員会
国保運営協議会
杵藤広域圏組合議会８月定例会
佐賀西部広域環境組合臨時議会
女性ネットワーク

9
　
月

日 曜 行　　事
2 火

8 月
9 火

18 木

11 木

24 水

6 土
5 金

16 火

26 金
29 月

17 水

3 水

10 水

20 土

台湾嘉義県民雄郷への訪問・交流に伴う事前打合せ会
イノシシ対策に係る集落点検会
有明地域づくり協議会設立準備委員会
9月定例会開会、議案勉強会
白石町文化連盟文化講演会
一般質問
一般質問
一般質問
議案審議、議員説明会
議案審議
議案審議
議案審議、閉会
婚活サポーター情報交換会
国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ大会出場選手激励会
六角地区区長会要望書提出
有明地域づくり協議会設立準備委員会
同和問題市町講座
台湾嘉義県民雄郷交流事業（～10/1）

8
　
月

4 月

6 水

7 木

8 金
18 月
19 火

白石中テニス部要望書提出
有明地域づくり協議会設立準備委員会
七夕こしひかり出荷式
国保トップセミナー開催
佐賀県町監査委員研修会
婚活サポーター情報交換会
議員例会、議員説明会
杵藤広域圏組合議会８月定例会事前勉強会
杵島地区衛生処理組合議会定例会
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活
動
報
告

常
任
委
員
会
報
告

　
６
月
19
日
、
３
常
任
委
員
会
合
同
で
上
峰
町
役
場
を
訪
れ
、
本

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
か
み
み
ね
と
旧
イ
オ
ン
跡
地
活

用
の
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
お
よ
び
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
武
廣
町
長
は
じ
め
担
当
者
か
ら
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

説
明
や
、
町
の
賑
わ
い
を
創
出
し
て
ほ
し
い
と
の
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
子
育
て
支
援
、
学
習
施
設
、
道
の
駅
を
含
む

地
域
振
興
施
設
、
そ
の
他
民
間
施
設
を
整
備
し
、
町
民
の
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
な
エ
リ
ア
と
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
さ
ら
に
、
神
村
学
園
上
峰
校
舎
の
開
校
に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ

い
て
も
説
明
を
受
け
た
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
受
け
入
れ
る
上
峰
校
舎
は
、
高
校
教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
契

機
と
な
り
、
様
々
な
夢
を
持
っ
た
若
者
が
集
う
こ
と
で
町
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

　
本
町
と
し
て
も
、
観
光
協
会
が
発
足
し
、
道
の
駅
を
拠
点
と
し

た
観
光
戦
略
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
事
業
推
進
に
お

け
る
業
務
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
定
住
促
進
や
子
育
て
支
援
、
災
害
時
の
対
応
等
に
つ
い

て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

　
議
会
と
し
て
も
今
回
の
視
察
を
参
考
に
、
道
の
駅
し
ろ
い
し
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
、Ｐ
Ｒ
戦
略
等
の
課
題
に
対
し
執
行
部
と

議
論
を
重
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●上峰町役場にて説明を受け意見交換を行う

●道の駅駅長から説明を受ける。
　同じエリアには認定こども園が併設され、町営住宅の建設も進んでいた。

　10月9日、岩手県紫波町議会から「いきいき町づくり常任委員会」8名が訪問された。新規就農者育成、
璃の香の取組について農業振興課から説明を受け、いちごトレーニングファームを見学し、意見交換が
行われた。

視察来町
（紫波町議会いきいき町づくり常任委員会）

7
　
月

最近の主な議会活動（7月～9月）

日 曜 行　　事

日 曜 行　　事

1 火

15 火

4 金
6 日

7 月

16 水

23 水

30 水

26 土

11 金

22 火

29 火

10 木

17 木

14 月

28 月

有明南小学校学校訪問
蓮花の会第1回評議員選任解任委員会
創立75周年記念佐賀県母子寡婦福祉研究大会
杵藤地区広域市町村圏組合議会7月臨時会・全員協議会
有明西小学校学校訪問
有明地域づくり協議会設立準備委員会
長崎本線利用促進期成会要望活動
福富小学校学校訪問
議員例会、議員説明会
ジムナスティクスホール見学
国道207号改良促進期成同盟会役員会及び総会
白石町スポーツ協会第1回種目部代表者会
白石町有明海沿岸道路建設促進協議会
婚活サポーター情報交換会
佐賀県町村議会議員ハラスメント研修会
白石町戦没者追悼式
社会を明るくする運動大会
杵島郡スポーツ交流大会総合開会式
知事・市町議会議長懇話会
政経懇話会・政経セミナー 7月合同例会

8
　
月

日 曜 行　　事

20 水

27 水

28 木

23 土

25 月

白石町交通安全対策協議会
佐賀県町村議会議長会議
佐賀県町村議会議長会議員研修会
白石町消防夏季訓練
福富地域子ども浮立大会
議会運営委員会
国保運営協議会
杵藤広域圏組合議会８月定例会
佐賀西部広域環境組合臨時議会
女性ネットワーク

9
　
月

日 曜 行　　事
2 火

8 月
9 火

18 木

11 木

24 水

6 土
5 金

16 火

26 金
29 月

17 水

3 水

10 水

20 土

台湾嘉義県民雄郷への訪問・交流に伴う事前打合せ会
イノシシ対策に係る集落点検会
有明地域づくり協議会設立準備委員会
9月定例会開会、議案勉強会
白石町文化連盟文化講演会
一般質問
一般質問
一般質問
議案審議、議員説明会
議案審議
議案審議
議案審議、閉会
婚活サポーター情報交換会
国民スポーツ大会及び全国障害者スポーツ大会出場選手激励会
六角地区区長会要望書提出
有明地域づくり協議会設立準備委員会
同和問題市町講座
台湾嘉義県民雄郷交流事業（～10/1）

8
　
月

4 月

6 水

7 木

8 金
18 月
19 火

白石中テニス部要望書提出
有明地域づくり協議会設立準備委員会
七夕こしひかり出荷式
国保トップセミナー開催
佐賀県町監査委員研修会
婚活サポーター情報交換会
議員例会、議員説明会
杵藤広域圏組合議会８月定例会事前勉強会
杵島地区衛生処理組合議会定例会
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■表紙は有明南小学校２年 中山有介さんの作品です。 
　テーマは「ふしぎなたまごからレインボードラゴン」
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第82号

ショックな話
　先進的と言われる市議会が議会広
報紙を読まれているか市民アンケー
トをしたところ、「全戸配布の広報紙
は読まない人が多く紙と税金の無駄、
議会を知りたい人は議会ホームペー
ジを見に行く」旨の意見がありショッ
クを受けたそうです。
　無駄はともかく年代的には事実で
しょう。
　でも、積極的に議会を知りたい人
はホームページ等を見るでしょうが、
多くの人には議会からの発信として
広報紙がまだ必要と考えます。
　住民の意識や広報の手段は変わっ
ていくでしょうが、しばらくは全戸
配布の広報紙の充実を頑張ります。

《吉岡》

なかやまゆうすけ

■ P２　　　　令和６年度決算審査
■ P３　　　　９月議会概要、賛否一覧
■ P４　　　　議会活性化特別委員会を立ち上げました
■ P５　　　　修正動議で賛否分かれ議論
■ P６～17　  一般質問で町政を問う
■ P18　　　  常任委員会報告
■ P19　　　  視察来町、最近の主な議員活動
■ P20　　　  要望書、編集後記

広報委員　委 員 長　定松弘介
　　　　　副委員長　友田香将雄
　　　　　委　　員　吉岡正博　田島隆一　南里隆司　溝上広行

発　行/白石町議会　佐賀県杵島郡白石町大字福田1247-1
　　　　　　　　　　 　TEL 0952-84-7126  FAX 0952-84-6611
編　集/議会広報特別委員会
責任者/白石町議会議長 内野さよ子
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第47話 「カスハラ」

※カスハラとは
　「カスタマーハラスメント」の略で、
顧客等からの暴言や悪質なクレーム、
不当な要求などの迷惑行為をいう。

住
民
票
ば
く
れ
ん
ね

あ
ち
ら
の
用
紙
に

記
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し
て
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っ
て
来
て
下
さ
い

●新設小学校の通学路の安全確保に関する要望

中学生が職場体験

提出者　白石町六角校区区長会　会長　藤井　啓二

　9月3日～5日、白石中
学校2年生の6名が役場
に職場体験学習に来ら
れました。説明を聞き議
場も見学しました。


